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Ⅰ 調査概要 

Ⅰ－１ 調査の目的 

本町では国の制度改正にあわせて「上富良野町子ども・子育て支援事業計画」を見直します。本アン

ケート調査は、計画策定のための基礎資料として、対象となるお子さんの保護者の就労状況、サービス

利用の実態、子育てに関する意識・意見を把握することを目的に実施したものです。 
 
Ⅰ－２ 調査の概要 

○調査対象：１．就学前児童の保護者 372 人 

２．小学生児童の保護者 251人 

○調査期間：平成 30年 12月 5日～19日 

○調査方法：無作為抽出・郵送法 

○配布・回収状況 

種別 配布数 回収数 回収率 

就学前児童 372票 213票 57.3％ 

小学生児童 251票 148票 59.0％ 

 
前回調査 

平成 25年 12月 

種別 配布数 回収数 回収率 

就学前児童 474票 277票 58.4％ 

小学生児童 280票 182票 65.0％ 
 

 
 
 
Ⅰ－３ この報告書の見方 

この報告書の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。 
○「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 
○「ｎ」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○百分率による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、本文及

び図表の数字に関しては、全て小数点第２位以下を四捨五入し、小数点第１位までを表記します。

このため、全ての割合の合計が 100％にならないことがあります。また、複数回答の設問では、全

ての割合の合計が 100％を超えることがあります。 

○図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることを表します。 
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Ⅱ 就学前児童調査結果 

Ⅱ－１ お住まいの校区について 

問１ お住まいはどの校区になりますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．上富良野小学校区  ２．上富良野西小学校区   ３．東中小学校区    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ－２ お子さんとご家族の状況について 

問２ 宛名のお子さん の生年月をご記入ください。（□内に 数字でご記入 ください。数字は

一枠に一字。） 
 

平成 □□年 □□月生まれ 
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問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含め た人

数を□内に 数字でご記入 ください。 
 

きょうだい数 □人   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答

えください。当てはまる番号 １つに ○をつけてください。 
 

１．母親         ２．父親         ３．その他（       ） 

  

  
  

 

 

 

 

 

 

91.5 

7.5 

0.0 

0.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

母親 

父親 

その他 

無回答 

単位：％ n=213 
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問４-１ この調査票にご回答いただく方の年齢はいくつですか。当てはまる番号１つに ○

をつけてください。 
 

1. 10 代  2. 20 歳～24 歳  3. 25 歳～29 歳  4. 30 代  4. 40 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ この調査票に回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる

番号 １つに ○をつけてください（問４で「３．その他」と回答した方 は、回答不要で

す。）。 
 

１．配偶者がいる           ２．配偶者はいない     
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問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた関係で当てはまる番号 １つに ○をつけてください。 
 

１．父母ともに  ２．主に母親  ３．主に父親  ４．主に祖父母  ５．その他（    ） 
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Ⅱ－３ 子どもの育ちをめぐる環境について 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）

ですか。お子さんからみた関係で当てはまる番号 すべてに○をつけてください。 
 

１．父母ともに  ２．母親  ３．父親  ４．祖父母  ５．幼稚園  ６．保育所 

７．認可外私立保育所（託児所など）    ８．その他（             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境 すべて

に ○をつけてください。 
 

１．家庭   ２．地域   ３．幼稚園   ４．保育所    

５．認可外私立保育所（託児所など）     ６．その他（             ） 
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問９ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号 すべて

に ○をつけてください。 
 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる   

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 10 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに ○をつけてください。 
 

１．いる／ある                ２．いない／ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問 11 へ 

 
⇒ 問 10-1 へ 
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問 10-1 問 10 で「1.いる／ある」に○をつけた方 にうかがいます。お子さんの子育て（教

育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまる番号

すべてに ○をつけてください。 
 

１．配偶者（夫・妻） 

４．近所の人 

７．保健師 

10．民生委員・児童委員 

13．その他（      ） 

２．祖父母等の親族 

５．子ども・子育て包括支援センター 

８．認定こども園（保育教諭等） 

11．ＮＰＯ法人等（ファミリーサポ

センター等） 

３．友人や知人 

６．子育て支援センター 

９．児童館（指導員） 

12．かかりつけの医師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのよう

なサポートがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

自由意見 

病院、特に小児科・耳鼻科を町内に作ってほしい。医療費（子供）の無料化をしてほしい。 

緊急時に気軽に子どもを見てもらえる場 

夫婦両方の意見を聞いてくれる場所、夫も意見や悩みあると思うので、夫へのサポートも必要（共働きなの

で）例えばアンケートするところから、夫の吐け口が少なく、そのストレスが私に来る為。 

早朝の除雪、雪山になる前にはい雪。・あいさつや見周り 

旭川のもりもりパークのような木の物などであそべる施設を作ってほしい。もっと公園を増やすか遊具があ

たらしい物に変えてほしい。中途半端な公園が多すぎる 

病気（軽い）の時のあずけ先などがあると助かる。 

定期的に不安な事がないかとかを健診の時だけでなく担当者か一人いて頂けるとなやみとか相談しやす

いかなと思います。 

妊娠時、用事、病気の時のできない事へのサポート（家事、育児など少しでもいろいろと）・出産時の子供

の預け先。（一緒に産院へ入院・主人・親、友達） 
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自由意見 

新生児がいる家庭の上の子の保育園送迎バス 

富良野みたいにオムツ券があればいいなと思うのともうちょっと（６ヶ月前）の幼児を受け入れてくれる施設

があればいいなと思った。 

緊急時の預け先 

特に思いつかないです。 

シングルマザーで仕事をしているので、日・祝も気がるにあずけられる場所がほしい。子どもと一緒に外食

できる所があると息ぬきしやすい。 

実体験を交じえたお話会など気軽にさまざまな話ができる場を設けていただけたら嬉しいです。 

知識的な発言ではなく、不安や焦り等を解消してくれるフォロー。こうだから、こうという、強制的な発言は辛

さを感じる。共感性を求めます。 

子どもを遊ばせられて、同時に同じ場所で気軽に立ち寄れる親もリフレッシュできるような居場所。育休中

１人＋赤ちゃんでずっと家にいたので、たまには近場でお茶を飲みに行きたかった・・・ 

医療費の無償化（幼稚園までは無償ですが、小学校に上がってからも、風邪や行動範囲が広がり、医療機

関に係る頻度も増します。 

小さな悩みも気軽に相談でき、自分が了承する以外では周囲に知られないこと。 

特に困っていないので、今のままで充分です。 

３才児健診などの問診票で母親への質問につかれている、困っている etc チェックしても何も聞かれないの

は何の質問か・・・と思ってしまいました。 

休息やリフレッシュのために、サポートしてもらえる環境。また、気楽にいつでもふらりと話の出来る場。（思

い立った時）。 

急な用事や病院に行きたい時に一時的にすぐあずけられるような所があれば助かる。（事前に登録なしで

あずけられるようなサポート） 

ファミリーサポート個人利用の手当て、仕事をする時、病気などの時に預け先に困まるので安いと助かる。 

無料で短時間託児等。 

相談できる存在があれば、一人で悩みを抱えることなくこどもと向き合うことができると思います。 

子育て講演、講習会。 

相談や親が病気の時めんどうをみてくれる所があるとうれしい 

子供が入院している時、他の子をあずかってくれるシステムがほしいです！！ 

金銭面サポート（町から） 

今の環境に満足しています。 

用事や仕事が入った時の預かり合い保護者が不調の時の預け先。休日や病児の保育。町のイベントなど

の託児の充実。 

小さい時よりも、成長してからの方が相談できる場所が少ないので相談できる場があればと思う。（教育、

しつけ等） 

託児サポート・子育ての悩みを相談できる場 

気軽にあいさつをしてもらう。 

金銭面的援助（保育料引き下げ等） 

有料ではなく数時間だけなら無料で子供を見て貰えると嬉しいです。（１ ～２時間）可？ 
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自由意見 

一時的な預かり保育（ファミサポ含む）の利用料がもう少し安くなるといいなと思います。（他県・他市町村と

比べ高いと感じるので） 

家の近くで（近辺で）学校の下校後の様子を（放課後クラブ？みたいなもの）をみてもらえると助かる 

ファミサポのサポーターさんが増えてもっと預けやすくなってほしい。また女性が夜に外出したり休日に外

出して外の世界に行けるように、ファミサポを利用してゆっくり楽しむのを良しとする雰囲気づくりをしてほし

い。旦那さんは飲み会に行くのに、女性は子供がいて行けない、でも送迎はしなくちゃいけない等、また、

女性がファミサポに子供を預けて飲み会に行くのを良く思わない旦那さん等の考えを変えてほしいです。 

現在は特になし 

気軽に相談できるように、担当者の顔が分かること。 

孤育てにならないようなネットワーク作りや父親の家事・育児への参加（残業の根絶等） 

お金や物 

親が体調を崩してしまった時など、子供を気軽にあずけられる所（急なうけ入れ可な所が少ない） 

いらない 
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Ⅱ－４ 保護者の就労状況について 

問 12 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいま

す。 
 

（1） 母親【父子家庭の場合は記入は不要です】当てはまる番号１つに ○をつけてください。 

※フルタイムとは…週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労、 

正規雇用以外でも就労時間が同程度の場合はフルタイム就労 

１．フルタイムで就労している 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．フルタイムで就労しているが、季節就労である 

４．パート等（「フルタイム」より短時間の就労）で就労している 

５．パート等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

 ６．パート等で就労しているが、季節就労である 

７．以前は就労していたが、現在は就労していない   

８．これまで就労したことがない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 

 

 

 

20.6

5.8

4.7

17.3

0.4

3.6

40.4

4.0

0 10 20 30 40 50

就労中/フルタイム

就労中/ﾌﾙﾀｲﾑで産休･育休･介護休暇中

就労中/フルタイムで季節就労

就労中/パート等

就労中/パート等で産休･育休･介護休暇中

就労中/パート等で季節就労

以前は就労していたが現在はしていない

これまで就労したことがない

（％）n=277

⇒ (1)-1 へ 

 
 

⇒ (2)父親 へ 
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（1）-1 （1）で「１～６」（就労している）に○をつけた方 にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を

出る時間と帰宅時間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答えください。現在、産休・育休・介護休業中の方

は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数

字は一枠に一字。） 
 

就労日数             就労時間 

１週当たり □日        １日当たり□□時間  
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家を出る時間 □□時      帰宅時間 □□時  

※時間は、08 時～18 時のように、24 時間制でご記入ください。 
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（2）父親【母子家庭の場合は記載不要です】当てはまる番号１つに ○をつけてください。 
 

１．フルタイムで就労している 

2．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．フルタイムで就労しているが、季節就労である 

４．パート等（「フルタイム」より短時間の就労）で就労している 

５．パート等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

６．パート等で就労しているが、季節就労である 

７．以前は就労していたが、現在は就労していない 

８．これまで就労したことがない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前回調査 

 
 
 
 
 
 

84.8
0.0

4.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

就労中/フルタイム

就労中/フルタイムで育休･介護休暇中

就労中/フルタイムで季節就労

就労中/パート等

就労中/パート等で育休･介護休暇中

就労中/パート等で季節就労

以前は就労していたが現在はしていない

これまで就労したことがない

（％）n=277

⇒ (２)-1 へ

 

 
 ⇒問 14 へ
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（2）-1 （2）で「１～６」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を

出る時間と帰宅時間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答えください。現在、育休・介護休業中の方は、休

業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一

枠に一字。） 
 

就労日数             就労時間 

１週当たり □日        １日当たり□□時間  
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家を出る時間 □□時      帰宅時間 □□時  

※ 時間は、08 時～18 時のように、24 時間制でご記入ください。 
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問 13 問 12 の(1)または(2)で「４～６」（パート等で就労している）に○をつけた方 にう

かがいます。該当しない方は、問 14 へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに ○をつけてください。 
（1）母親 

１．フルタイムへ転換の予定がある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート等の就労を続けることを希望 

４．パート等をやめて子育てや家事に専念したい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前回調査 

 
 

  

5.1

16.9

59.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

フルタイムへ転換の予定がある

転換希望はあるが実現できる見込みはない

パート等の就労を続けることを希望

パート等をやめて子育てや家事に専念したい

（％）
n=59
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（2）父親 

１．フルタイムへ転換の予定がある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート等の就労を続けることを希望 

４．パート等をやめて子育てや家事に専念したい 
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問 14 問 12 の(1)または(2)で「７．以前は就労していたが、現在は就労していない」また

は「８．これまで就労したことがない」に○をつけた方 にうかがいます。該当しない

方は、問 15 へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号 それぞれ１つに ○をつけ、該

当する□内には 数字をご記入 ください（数字は一枠に一字）。 
 

（1）母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態   

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パート等（「１」以外） 

→１週当たり □日 １日当たり □□時間 
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21 

（2）父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年以上先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態   
１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パート等（「１」以外） 

→１週当たり □日 １日当たり □□時間 
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Ⅱ－５ お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指し

ます。具体的には、認定こども園、幼稚園や保育所など、問 15-1 に示した事業が含まれ

ます。 
 

問 15 宛名のお子さんは現在、認定こども園、幼稚園、保育所などの「定期的な教育・保育

の事業」を利用されていますか。当てはまる番号１つに ○をつけてください。 
 

１．利用している           ２．利用していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 

 
 

54.9

44.8

0 10 20 30 40 50 60

利用している

利用していない

（％）
n=277

⇒ 問 15-5 へ 

 
⇒ 問 15-1 へ 
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問 15-1 問 15-1～問 15-4 は、問 15 で「1.利用している」に○をつけた方 にうかがいます。 
宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間

を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。当てはまる番号 すべ
てに ○をつけてください。 

１．認定こども園（１号認定） 

（通常の就園時間の利用） 

（例：中央・西・わかば・高田） 

２．認定こども園（１号認定） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業の 

うち定期的な利用のみ） 

（例：中央・西・わかば・高田） 

３．認定こども園（２・３号認定） 

（例：中央・西・わかば・高田） 

４．町外の幼稚園（1 号認定） 

（通常の就園時間の利用） 

５．町外の幼稚園の預かり保育（1 号認定） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業の 

うち定期的な利用のみ） 

６．町外の認可保育所 

７．特例保育を行う施設（へき地保育所） 

（例：美馬牛保育所など） 

８．認可外私立保育所（託児所等） 

（例：中富良野町たんぽぽ、富良野市ドレミ等） 

９．事業所内保育施設及び企業主導型保育施設 

（職場の従業員用に運営する施設） 

10．居宅訪問型保育（ベビーシッターなど） 

（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

11．ファミリー・サポート・センター 

（提供会員が子どもを預かる事業） 

12．その他（                   ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回調査 

 

32.2

11.8

60.5

1.3

2.6

0.7

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認可外私立保育所

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

（％）n=152
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問 15-2 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、現在どのくらい利用してい
ますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当た
り何時間（何時から何時まで）かを、□内に具体的な 数字でご記入 ください（数字は
一枠に一字）。 

 

（1） 現在 

１週当たり □日   １日当たり □時間 （ □□時～□□時 ） 

※ 時間は、08 時～18 時のように、24 時間制でご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）希望 

１週当たり □日   １日当たり □時間 （ □□時～□□時 ） 

※ 時間は、08 時～18 時のように、24 時間制でご記入ください。 
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問 15-3 現在、利用している教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。「１.」「２.」
の いずれかに ○をつけてください 。 

 

1．上富良野町内          2．他の市町村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 15-4 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由についてうかがいます。主
な理由として当てはまる番号 すべてに ○をつけてください。 

 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している 

３．子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある／求職中である 

４．子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある 

６．子育て（教育を含む）をしている方が学生である 

７．その他（                                 ） 
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問 15-5 問 15 で「２．利用していない」に○をつけた方 にうかがいます。利用していない

理由は何ですか。理由としてもっとも当てはまる番号 すべてに ○をつけてください。 
 

１．利用する必要がない（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労してい

ないなどの理由で） 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（ □歳くらいになったら利用しようと考えている） 

９．その他（                               ） 
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問 16 すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず、

宛名のお子さんの平日の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事

業 をお答えください。当てはまる番号 すべてに ○をつけてください。なお、これらの

事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。認可保育所等の場合、世帯収入に応

じた利用料が設定されています。 
 

１．認定こども園（１号認定） 

（通常の就園時間の利用） 

（例：中央・西・わかば・高田） 

２．認定こども園（１号認定） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業

の 

うち定期的な利用のみ） 

 （例：中央・西・わかば・高田） 

３．認定こども園（２・３号認定） 

 （例：中央・西・わかば・高田） 

４．町外の幼稚園（1 号認定） 

（通常の就園時間の利用） 

５．町外の幼稚園の預かり保育（1 号認定） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業

の 

うち定期的な利用のみ） 

６．町外の認可保育所 

７．特例保育を行う施設（へき地保育所） 

  （例：美馬牛保育所など） 

８．認可外私立保育所（託児所等） 

（例：中富良野町たんぽぽ、富良野市ドレミ等） 

９．事業所内保育施設及び企業主導型保育施設 

（職場の従業員用に運営する施設） 

10．居宅訪問型保育（ベビーシッターなど） 

   （保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

11．ファミリー・サポート・センター 

（提供会員が子どもを預かる事業） 

12．その他（                   ） 
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問 16-1 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。「１.」「２.」の いずれ

か に○をつけてください 。 
 

1．上富良野町内          2．他の市町村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 16-2 問 16 で「１・２・４・５」に○をつけ、かつ６～12にも○をつけた方にうかがいま

す。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く

希望しますか。当てはまる番号に○をつけてください。 
 

1．はい          2．いいえ 
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Ⅱ－６ 「幼児教育無償化」実施後の就労と教育保育事業の利用について 

現在、国において「幼児教育の無償化」の実施（来年 10 月からの予定）が検討されて

います。無償化が実施された場合の 就労と教育・保育事業の利用の希望をうかが

います。 

問 17 すべての方にうかがいます。幼児教育の無償化が実施された場合の 就労についての

希望 をお答え下さい。当てはまる番号・記号それぞれ１つに ○をつけ、該当する□内

には 数字をご記入 下さい（数字は一枠に一字）。 

（１）母親 （２）父親 

１．現在の就労状況（就労していないを含む）

の継続を希望する 

２．現在のフルタイムからパート・アルバイ

ト等への転換希望がある 

３．現在のパート・アルバイト等からフルタ

イムへの転換希望がある 

４．仕事をやめて子育てや家事に専念したい 

５．現在は就労していないが、1 年より先、  

一番下の子どもが□□歳になったこ

ろに就労したい 

６．現在は就労していないが、すぐにでも、  

もしくは１年以内に就労したい 

→５．６．の場合、希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間

程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（ア以外） 

→１週当たりの日数     □日 

１日当たりの時間数□□時間 
 

１．現在の就労状況（就労していないを含む）

の継続を希望する 

２．現在のフルタイムからパート・アルバイ

ト等への転換希望がある 

３．現在のパート・アルバイト等からフルタ

イムへの転換希望がある 

４．仕事をやめて子育てや家事に専念したい 

５．現在は就労していないが、1 年より先、  

一番下の子どもが□□歳になったこ

ろに就労したい 

６．現在は就労していないが、すぐにでも、  

もしくは１年以内に就労したい 

→５．６．の場合、希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間

程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（ア以外） 

→１週当たりの日数     □日 

１日当たりの時間数□□時間 
 

（１）母親 
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（２）父親 
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問 18 すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず 、

幼児教育の無償化が実施された場合に、宛名のお子さんの平日の教育・保育の事業と

して、「定期的に」利用したいと考える事業 をお答え下さい。当てはまる番号 すべ

てに ○をつけて下さい。 

また、宛名のお子さんが何歳になったら利用したいか、希望する利用開始時期につ

いても、当てはまる年齢１つに〇をつけて下さい。 

対象 希望する事業名 
 希望する利用開始時期 

（宛名のお子さんの年齢） 

全
年
齢 

１．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 
２．町外の認可保育所 

（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた

定員 20人以上のもの） 

３．町外の企業主導型保育施設 
（企業が主に従業員用に運営する認可外施設） 

 ※富良野あさひ郷「おひさま保育園」 
４．その他の認可外の保育施設 

 １．０歳から 
２．１歳から 
３．２歳から 
４．３歳から 
５．４歳から 
６．５歳から 
（番号１つに○） 

３
歳
以
上 

５．認定こども園（１号認定）（通常の就園時間の利用） 
６．認定こども園（１号認定）の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

７．町外の幼稚園（１号認定）（通常の就園時間の利用） 

８．町外の幼稚園（１号認定）の預かり保育 
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

９．町外の特例保育を行う施設（へき地保育所） 
（例：美馬牛保育所など） 

 

１．３歳から 

２．４歳から 

３．５歳から 

（番号１つに○） 

３
歳
未

満 

10．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

  ※町立病院院内保育等 

 １．０歳から 
２．１歳から 
３．２歳から 
（番号１つに○） 

そ
の
他 

11．居宅訪問型保育〔ベビーシッター等〕 

（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

12．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 

13．その他（         ） 

 １．０歳から 
２．１歳から 
３．２歳から 
４．３歳から 
５．４歳から 
６．５歳から 
（番号１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 何歳から 

 何歳から 
 

 何歳から 
 

 何歳から 
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(1) 希望する利用開始時期：全年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 希望する利用開始時期：3歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 希望する利用開始時期：3歳未満 
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(4) 希望する利用開始時期：その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18－1 問 18で「５・６・７・８」のいずれかに○をつけ、「かつそれ以外の選択肢
にも○をつけた方 にうかがいます。特に認定こども園（幼稚園の預かり保育を
あわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。当てはまる番号 １
つに ○をつけて下さい。 

１．はい ２．いいえ 
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Ⅱ－７ お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

問 19 宛名のお子さんは、現在、子どもセンター内にある「上富良野町子育て支援センター」

及びその他の地域子育て支援拠点事業（育児サークル活動など）を利用していますか。 

次の中から、利用されているもの すべてに ○をつけてください。また、おおよその

利用回数（頻度）を□内に 数字でご記入 ください（数字は一枠に一字）。 
 

１．上富良野町子育て支援センター（親子が集まって過ごしたり、相談をする場） 

１週当たり □回 もしくは １ヶ月当たり □回程度 

２．その他の同様の事業（具体名：             ） 

１週当たり □回 もしくは １ヶ月当たり □回程度 

３．利用していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上富良野町子育て支援センターの利用頻度:回/週 
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上富良野町子育て支援センターの利用頻度:回/月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の同様の事業の利用頻度:回/週 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の同様の事業の利用頻度:回/月 
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問 20 問 19 のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば

今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号 １

つに ○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を□内に 数字でご記入 ください（数字

は一枠に一字）。 
 

１．利用していないが、今後利用したい  

１週当たり □回 もしくは １ヶ月当たり □回程度 

２．すでに利用しているが今後利用日数を増やしたい（更に増やしたい日数をお書きください） 

１週当たり 更に □回 もしくは １ヶ月当たり 更に □回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たに利用したい希望利用頻度:回/週 
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新たに利用したい希望利用頻度:回/月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後増やしたい希望利用頻度:回/週 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後増やしたい希望利用頻度:回/月 
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問 21 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用し

たいと思うものをお答えください。１～７の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、

「１.はい」「２.いいえ」の いずれかに ○をつけてください。なお、事業によっては、

お住まいの地域で実施されていないものもあります。 
 

事  業 

Ａ 

 

知っている 

Ｂ 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

 

今後利用したい 

1.はい 2.いいえ 1.はい 2.いいえ 1.はい 2.いいえ 

１．マタニティ教室 １ ２ １ ２ １ ２ 

２．保健福祉課(保健師)の母子保健相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

３．保健福祉課の子ども・子育て包括相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

４．教育委員会・学校等の教育相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

５．子育て支援センターの育児相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

６．発達支援センターの発達相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

７．認定こども園等の開放事業 １ ２ １ ２ １ ２ 

 

認知状況 
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利用経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望 
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Ⅱ－８ 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 

問 22 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な幼稚園、保育所、認定

こども園等の事業の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場

合は、利用したい時間帯をご記入ください。なお、これらの事業の利用には、一定の利

用者負担が発生します。 
 

（1）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい        □□ 時から □□時まで 

※ 時間は 09 時～18 時のように 24 時間制でご記入ください。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開始時刻:土曜日 
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終了時刻:土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい        □□ 時から □□時まで 

※ 時間は 09 時～18 時のように 24 時間制でご記入ください。 
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開始時刻:日曜日･祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了時刻:日曜日･祝日 
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問 22-1 問 22 の（１）もしくは（２）で、「3.月に１～２回は利用したい」に○をつけた

方にうかがいます。毎週ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。当てはまる

番号 すべてに ○をつけてください。 

１．月に数回仕事が入るため      ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため  ４．息抜きのため 

５．その他（                   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 「認定こども園（1 号認定）・幼稚園」を利用されている 方にうかがいます。宛名の
お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を
希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。なお、これら
の事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい     利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい        □□ 時から □□時まで 

※ 時間は 09 時～18 時のように 24 時間制でご記入ください。 
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開始時刻:長期休暇期間中 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了時刻:長期休暇期間中 
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問 23-1 問 23 で、「3.休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた 方にうかがいま

す。毎日ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．週に数回仕事が入るため        ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親等親族の介護や手伝いが必要なため  ４．息抜きのため 

５．その他（                 ） 
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Ⅱ－９ お子さんの病気の際の対応について 

問 24 認定こども園、幼稚園、保育所等を定期的に利用している保護者の方 にうかがいま

す。利用していない方は、問 23 にお進みください。 

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで通常の利用ができなかったことはあり

ますか。 
 

1．あった                2．なかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 

 

 

  

73.0

21.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

あった

なかった

（％）n=152
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問 24-1 宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している認定こども園、幼稚園、保育所等

が利用できなかった場合に、この１年間に行った対処方法として当てはまる記号 す

べてに ○をつけ、それぞれの日数も□内に 数字でご記入 ください（半日程度の対応

の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字。） 
 

１年間の対処方法 日数 

１．父親が仕事を休んだ □□ 日 

２．母親が仕事を休んだ □□ 日 

３．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□ 日 

４．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□ 日 

５．ファミリー・サポート・センターを利用した □□ 日 

６．町外の民間保育サービス等を利用した 

（病児病後児保育、ベビーシッター等） 
□□ 日 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 日 

８．その他（                ） □□ 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:1.父親が休んだ 
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日数:2.母親が休んだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:3.就労していない保護者がみた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:4.親族・知人に子どもをみてもらった 
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日数:5.ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰを利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:6.町外の民間保育サービス等を利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:7.仕方なく子どもだけで留守番をさせた 
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日数:8.その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24-1 で「１.」「２.」のいずれかに回答した方にうかがいます。 
 

問 24-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。当てはまる番号 １つに ○をつけ、日数についても□内に 数字でご記入 くださ

い（数字は一枠に一字）。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利

用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

※ 病後児とは、病気の回復期のお子さんや、感染症等で熱は下がって元気はあるが出

席停止期間中のお子さんなどをいいます。 
 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい  □□日 

２．利用したいとは思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問 22-3 へ 

 
⇒ 問 22-4 へ 
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利用したかった日数/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24-3 問 24-2 で「1.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方

にうかがいます。 

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われ

ますか。当てはまる番号 すべてに ○をつけてください。 
 

１．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                                ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 24-4 問 24-2 で「2.利用したいと思わない」に○をつけた 方にうかがいます。そう思わ
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れる理由について当てはまる番号 すべてに ○をつけてください。 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安   ２．事業の質に不安がある 

３．利用料がかかる・高い            ４．親が看護したい 

５．その他（                 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 24-1 で「３.」から｢８.｣のいずれかに回答した方にうかがいます。 
 

問 24-5 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。当

てはまる番号○をつけてください。 

 

１．できれば父か母が仕事を休んで看護したい  ２．仕事を休んで看護したいとは思わない 

     休んで看護しなかった理由は、       

 

 

 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない 

２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

４．その他（                        ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休んで看護しなかった理由 
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Ⅱ－１０ お子さんの不定期の教育・保育事業や一時預かり等の利用について 

問 25 宛名のお子さんについて、一時的な 私用、親の通院、不定期の就労等の目的 で不定

期に利用している事業はありますか。ある場合は、当てはまる番号 すべてに ○をつけ、

１年間の利用日数欄の番号に○をつけてください。 
 

利用している事業 
年間利用日数 

１．3日以下 ２．4～10日 ３．11日以上 

1．一時保育 

（認定こども園などで一時的に子どもを保育する事業） 
１ ２ ３ 

２．認定こども園（1 号認定）の預かり保育（不定期の利用のみ） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業） 
１ ２ ３ 

３．ファミリー・サポート・センター 

（地域住民が子どもを預かる事業） 
１ ２ ３ 

４．日中一時支援事業 

 （自立支援事業所で子どもを預かる事業） 
１ ２ ３ 

５．夜間養護等事業（ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ） 

 （児童養護施設等で休日・夜間、子どもを預かる事業） 
１ ２ ３ 

６．ベビーシッター １ ２ ３ 

７．その他（                   ） １ ２ ３ 

８．利用していない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



58 

日数:1.一時保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:2.認定こども園の預かり保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:3.ファミリー・サポート・センター 
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日数:4.日中一時支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:5.夜間養護等事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:6.ベビーシッター 
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日数:7.その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

問 25 で「8．利用していない」と回答した方にうかがいます。 
 

問 25-1 現在利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 
 

１．特に利用する必要がない           ６．利用料がかかる・高い 

２．定期的に認定こども園等を利用している    ７．利用料がわからない 

３．利用したい事業が地域にない         ８．自分が事業の対象者になるのかどうか 

４．地域の事業の質に不安がある           がわからない 

５．地域の事業の利便性             ９．事業の利用方法（手続き等）わからない 

（立地や利用可能時間・日数など）がよくない １０．その他（             ）  
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問 26 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的 で、年間何日く

らい事業を 利用する必要がある と思いますか。利用希望の有無について当てはまる番

号、必要な日数に○をつけてください。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料が

かかります。 
 

１．利用したい １．3 日以下   ２．4～10 日   ３．11 日以上 

２．利用する必要はない ⇒ 問 27 へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい日数 
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問 26-1 問 26 で「1.利用したい」に○をつけた方にうかがいます。問 26 の目的でお子さんを預

ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 

 

 

67.6

55.9

21.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民が身近な場所で保育する事業

その他

（％）
n=102

１．大規模施設で子どもを保育する事業（例：認定こども園等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（例：託児所など） 

３．地域住民が子育て家庭の近くの場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・セン

ター等） 

４．その他（                                   ） 
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問 27 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、家族の病気、出張など）により、宛名のお

子さんを 泊りがけ で家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預

け先が見つからなかった場合も含みます）。 

あった場合は、この１年間の対処方法として当てはまる番号 すべてに ○をつけ、それ

ぞれの日数も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった １．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった □□ 泊 

 

２．民間の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッ

ター等）を利用した □□ 泊 

３．仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 

４．仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 泊 

５．その他（            ） □□ 泊 

２．なかった  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この 1年間の対処方法 
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泊数:1.親族・知人にみてもらった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊数:2.民間の保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊数:3.仕方なく子どもを同行させた 
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泊数:4.仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊数:5.その他 
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Ⅱ－１１ ５歳以上のお子さんの小学校就学後の放課後の過ごし方について 

宛名のお子さんが５歳未満の方は問 32 へ 
放課後クラブ、放課後スクール事業については、3 ページの用語の説明を参照ください。 

 

問 28 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小
学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号
すべてに ○をつけ、それぞれ希望する１週当たり日数を 数字でご記入 ください。 
 

1．自宅 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４．児童館  週 □ 日くらい 

５．放課後スクール 週 □ 日くらい 

6．放課後クラブ 

※○を付けた方は希望の利用時間もご記入ください ⇒ 

週 □ 日くらい 

 → 下校時から□□時まで 

7．児童通所支援事業所 

（放課後等デイサービス・日中一時支援事業） 
週 □ 日くらい 

8．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

9．少年団活動 週 □ 日くらい 

10. その他（図書館、社教センター、公園など） 週 □ 日くらい 
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希望日数:1.自宅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:2.祖父母宅や友人・知人宅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:3.習い事 
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希望日数:4.児童館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:5.放課後スクール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:6.放課後クラブ 
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希望終了時間:6.放課後クラブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:7.児童通所支援事業所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:8.ファミリー・サポート・センター 
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希望日数:9.少年団活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:10.その他 
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問 29 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の

小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号

すべてに ○をつけ、それぞれの１週当たり日数を 数字でご記入 ください。 

※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 
 

1．自宅 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４．児童館  週 □ 日くらい 

５．放課後スクール 週 □ 日くらい 

6．放課後クラブ 

※○を付けた方は希望の利用時間もご記入ください ⇒ 

週 □ 日くらい 

 → 下校時から□□時まで 

7．児童通所支援事業所 

（放課後等デイサービス・日中一時支援事業） 
週 □ 日くらい 

8．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

9．少年団活動 週 □ 日くらい 

10. その他（図書館、社教センター、公園など） 週 □ 日くらい 
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希望日数:1.自宅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:2.祖父母宅や友人・知人宅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:3.習い事 
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希望日数:4.児童館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:5.放課後スクール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:6.放課後クラブ 
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希望終了時間:6.放課後クラブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:7.児童通所支援事業所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:8.ファミリー・サポート・センター 
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希望日数:9.少年団活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
希望日数:10.その他 
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問 30 問 28 または問 29 で「６．放課後クラブ」に○をつけた方 にうかがいます。 

宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日、夏休み冬休みなどに、放課後クラ

ブの利用希望はありますか。（１）（２）（３）それぞれについて、当てはまる番号 １つ

に○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内にご記入ください。 

※現在の放課後クラブで利用できるのは、土曜日及び夏休み・冬休み・春休みのみ 
 

（1）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３．利用する必要はない    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時刻:土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 時間は 08 時～18 時のよう

に、24 時間制で記入してく
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希望終了時刻:土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）夏休み・冬休み・春休みの長期休暇 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３．利用する必要はない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 時間は 08 時～18 時のよう

に、24 時間制でご記入くだ

さい  
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希望開始時刻:長期休暇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望終了時刻:長期休暇 
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（3）日曜日・祝日  

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで  

３．利用する必要はない   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時刻:日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 時間は 08 時～18 時のよう

に、24 時間制でご記入くだ
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希望終了時刻:日曜日・祝日 
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Ⅱ－１２ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問 31 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しまし

たか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号 １つに ○をつけ、該当する□内

に数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 
 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

   期間は、□歳□□か月まで 

３．取得していない 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

   期間は、□歳□□か月まで 

３．取得していない 

 
母親 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取得期間:母親 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



82 

父親 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取得期間:父親 
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問 31-1 問 31 で「２．取得した」または「３．取得していない」に○を付けた方 にうかが
います。育児休業の希望の取得期間は、何歳何か月くらいまでですか。 

 

できれば、□歳□□か月まで育児休業を取得したかった    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 31-2 育児休業給付、社会保険料免除の仕組みをご存じでしたか。当てはまる番号１つに○
をつけてください。 

 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 
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問 31 で「2. 取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 
 

問 31-3 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 31-3 で「1. 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 
 

問 31-4 育児休業から職場に復帰する際、認定こども園等に入所できましたか。当てはまる番号１

つに○をつけてください。 
 

１．職場復帰に合わせて認定こども園等に入所できた 

２．入所できる時期に合わせ育児休業期間を変更した 

３．認可保育所以外の保育サービス（託児所など）を利用した 

４．その他（             ） 
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問 31-5 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。当てはまる番号１

つに○をつけてください。 

 

１．利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった） 

２．利用した 

３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった） 
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Ⅱ－１３ 「子ども・子育て包括支援センター（こよ～て）」について 

問 32 町では、妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援のため、保健福祉総合センター

「かみん」内に平成 29 年度から設置している「子ども・子育て包括支援センター（こ

よ～て）」を知っていますか。当てはまる番号１つに〇をつけて下さい。 

１．知っている               ２．知らない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 33 「子ども・子育て包括支援センター（こよ～て）」を利用したことがありますか。当

てはまる番号１つに〇をつけて下さい。 

１．利用した ⇒ 問 34-1 へ        ２．利用していない ⇒ 問 34-2 へ 
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問 33－1 問 33 で「１．利用した」に〇をつけた方にうかがいます。同施設を利用してみて、

いかがでしたか。当てはまる番号１つに○をつけて下さい。 

１．満足       2．やや満足       3．やや不満      ４．不満 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 33－2 すべての方にうかがいます。「子ども・子育て包括支援センター（こよ～て）」に

ついて、ご要望をお答え下さい。当てはまる番号すべてに〇をつけて下さい。 

1．担当職員を増やしてほしい 

2．開所時間を延長してほしい 

3．土曜日、日曜日にも開所してほしい 

4．子育てに関する情報提供を充実させてほしい 

5．その他（                               ） 

6．特にない 
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Ⅱ－１４ 子育てに関する悩みや不安感などについて 

問 34  子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことです

か。当てはまる番号５つまでに○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回調査 

 
48.7

31.4

41.2

0.4

22.7

2.9

30.7

9.7

2.9

24.5

17.7

6.1

5.8

4.7

6.5

1.4

5.8

2.5

13.0

0 10 20 30 40 50 60

病気・発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

登園拒否・不登校などに関すること

友だちづきあいに関すること

育児の方法がよくわからない

子どもを叱りすぎているような気がする

子どもとの接し方に自信が持てない

話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもとの時間を十分に取れない

配偶者・パートナーの協力が少ない

配偶者等と子育てに関して意見が合わない

親族･近所･職場等周りの目が気になる

配偶者等以外に子育てを手伝う人がいない

ストレスで子どもに手をあげる等してしまう

子育て支援ｻｰﾋﾞｽの利用方法等がわからない

その他

特にない

（％）n=277
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問 35 あなたは、日頃、子育てに関する情報をどこから入手していますか。当てはまる番号

すべてに○をつけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問 36 あなたは、子育てに関するどのような情報が欲しいですか。当てはまる番号すべてに

○をつけて下さい。 
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Ⅱ－１５ 子どもに関する施策について 

問 37  子育て支援の環境づくりに対する施策について、町が重点的に取り組む必要が高い

と思われるものは何だと思いますか。当てはまる番号５つまでに○をつけてください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育サービスの充実で特に必要なこと 
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放課後児童クラブの充実で特に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 上富良野町における子育ての環境や支援について、どのように感じていますか。当

てはまる番号に１つに○をつけてください。 
 

１．とても満足   ２．ほぼ満足   ３．普通   ４．やや不満  ５．とても不満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して、ご意見をご自由に記入

ください。 
 

後掲参照 
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Ⅲ 小学生調査結果 

Ⅲ－１ お住まいの校区について 

問１ お住まいはどの校区になりますか。当てはまる番号１つに ○をつけてください。 
 

１．上富良野小学校区  ２．上富良野西小学校区  ３．東中小学校区         
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Ⅲ－２ お子さんとご家族の状況について 

問２ 宛名のお子さん の学年に○を付けてください。 
 

小学校  1  2  3   年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含め た人

数を□内に 数字でご記入 ください。 
 

きょうだい数 □人      そのうち就学前のきょうだいは  □人 

                 そのうち小学生以上のきょうだいは  □人 
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きょうだい数：就学前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
きょうだい数：小学生以上 
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答

えください。当てはまる番号 １つに ○をつけてください。 
 

１．母親         ２．父親         ３．その他（       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４-１ この調査票にご回答いただく方の年齢はいくつですか。当てはまる番号１つに ○

をつけてください。 
 

1. 10 代  2. 20 歳～24 歳  3. 25 歳～29 歳  4. 30 代  4. 40 歳以上 
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問５ この調査票に回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる

番号 １つに ○をつけてください。（問４で「３．その他」と回答した方 は、回答不要

です。）。 
 

１．配偶者がいる           ２．配偶者はいない     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた関係で当てはまる番号 １つに ○をつけてください。 

 
 
 
 
 

１．父母ともに  ２．主に母親  ３．主に父親  ４．主に祖父母  ５．その他（    ） 
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Ⅲ－３ 保護者の就労状況について 

問７ 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいま

す。 
 

（1） 母親【父子家庭の場合は記入は不要です】当てはまる番号 １つに ○をつけてくださ

い。 
※フルタイムとは…週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労、 

正規雇用以外でも就労時間が同程度の場合はフルタイム就労 

１．フルタイムで就労している 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．フルタイムで就労しているが、季節就労である 

４．パート等（「フルタイム」より短時間の就労）で就労している 

５．パート等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

 ６．パート等で就労しているが、季節就労である 

７．以前は就労していたが、現在は就労していない   

８．これまで就労したことがない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 

 

  

24.7

1.1

6.6

28.0

0.0

9.9

22.5

5.5

0 10 20 30 40

就労中/フルタイム

就労中/ﾌﾙﾀｲﾑで産休･育休･介護休暇中

就労中/フルタイムで季節就労

就労中/パート等

就労中/パート等で産休･育休･介護休暇中

就労中/パート等で季節就労

以前は就労していたが現在はしていない

これまで就労したことがない

（％）n=182

⇒ (1)-1 へ 

 
 

⇒ (2)父親 へ 
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（1）-1 （1）で「１～６」（就労している）に○をつけた方 にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を

出る時間と帰宅時間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答えください。現在、産休・育休・介護休業中の方

は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数

字は一枠に一字。） 
 

就労日数             就労時間 

１週当たり □日        １日当たり□□時間  
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家を出る時間 □□時      帰宅時間 □□時  

※時間は、08 時～18 時のように、24 時間制でご記入ください。 
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（2）父親【母子家庭の場合は記載不要です】当てはまる番号 １つに ○をつけてください。 
 

１．フルタイムで就労している 

2．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．フルタイムで就労しているが、季節就労である 

４．パート等（「フルタイム」より短時間の就労）で就労している 

５．パート等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

６．パート等で就労しているが、季節就労である 

７．以前は就労していたが、現在は就労していない 

８．これまで就労したことがない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前回調査 

 
 

  

80.8

0.0

4.9

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

就労中/フルタイム

就労中/フルタイムで育休･介護休暇中

就労中/フルタイムで季節就労

就労中/パート等

就労中/パート等で育休･介護休暇中

就労中/パート等で季節就労

以前は就労していたが現在はしていない

これまで就労したことがない

（％）
n=182

⇒ (２)-1 へ 

 
 

⇒問 9 へ 
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（2）-1 （2）で「１～６」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を

出る時間と帰宅時間」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答えください。現在、育休・介護休業中の方は、休

業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一

枠に一字。） 
 

就労日数             就労時間 

１週当たり □日        １日当たり□□時間  
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家を出る時間 □□時      帰宅時間 □□時  

※ 時間は、08 時～18 時のように、24 時間制でご記入ください 
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問８ 問７ の(1)または(2)で「４～６」（パート等で就労している）に○をつけた方 にうか

がいます。該当しない方は、問９ へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに ○をつけてください。 
（1）母親 

１．フルタイムへ転換の予定がある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート等の就労を続けることを希望 

４．パート等をやめて子育てや家事に専念したい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前回調査 
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パート等の就労を続けることを希望

パート等をやめて子育てや家事に専念したい

（％）n=69
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（2）父親 

１．フルタイムへ転換の予定がある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート等の就労を続けることを希望 

４．パート等をやめて子育てや家事に専念したい 
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問９ 問７ の(1)または(2)で「７．以前は就労していたが、現在は就労していない」また

は「８．これまで就労したことがない」に○をつけた方 にうかがいます。該当しない

方は、問 10 へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号 それぞれ１つに ○をつけ、該

当する□内には 数字をご記入 ください（数字は一枠に一字）。 
 

（1）母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態   

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パート等（「１」以外） 

→１週当たり □日 １日当たり □□時間 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母親：就労希望時期:末子の年齢 
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母親：就労希望の形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親：パート等:希望就労日数/週 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親：パート等:希望就労時間/日 
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（2）父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年以上先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態   
１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．パート等（「１」以外） 

→１週当たり □日 １日当たり □□時間 
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Ⅲ－４ お子さんの病気の際の対応について 

問 10 この１年間平日に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を欠席したことはありますか。 

1．あった                2．なかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-1 宛名のお子さんが病気やけがで、学校を欠席した場合に、この１年間に行った対処

方法として当てはまる記号 すべてに ○をつけ、それぞれの日数も□内に 数字でご記

入 ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。） 

１年間の対処方法 日数 

１．父親が仕事を休んだ □□ 日 

２．母親が仕事を休んだ □□ 日 

３．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□ 日 

４．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□ 日 

５．ファミリー・サポート・センターを利用した □□ 日 

６．仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 日 

７．その他（                ） □□ 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問１１へ 

 
⇒  問１０-1
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日数:1.父親が仕事を休んだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:2.母親が仕事を休んだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:3.就労していない保護者がみた 
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日数:4.親族・知人に子どもをみてもらった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:5.ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰを利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日数:6.仕方なく子どもだけで留守番をさせた 
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日数:7.その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-1 で「１.」「２.」のいずれかに回答した方にうかがいます。 
 

問 10-2 その際、「できれば病児・病後児の預かり事業を利用したい」と思われましたか。

当てはまる番号 １つに ○をつけてください。なお、病児・病後児のための事業等の

利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

※ 病後児とは、病気の回復期のお子さんや、感染症等で熱は下がって元気はあるが出席

停止期間中のお子さんなどをいいます。 
 

１．病児・病後児預かり事業を利用したい 

２．利用したいとは思わない 
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Ⅲ－５ お子さんの宿泊を伴う預かり等の利用について 

問 11 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、家族の病気、出張など）により、宛名の

お子さんを 泊りがけ で家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか

（預け先が見つからなかった場合も含みます）。 

あった場合は、この１年間の対処方法として当てはまる番号 すべてに ○をつけ、そ

れぞれの日数も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 
 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった １. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった □□ 泊 

 

２. 民間の保育サービス等を利用した 

（託児施設、ベビーシッター等） □□ 泊 

３. 仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 

４. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 泊 

５. その他（            ） □□ 泊 

２．なかった  
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泊数:1.親族・知人にみてもらった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊数:2.民間の保育サービス等を利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊数:3.仕方なく子どもを同行させた 
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泊数:4.仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊数:5.その他 
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Ⅲ－６ お子さんの放課後の過ごし方について 

問 12 宛名のお子さんついて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する１週

当たり日数を数字でご記入ください。 
 

1．自宅 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４．児童館  週 □ 日くらい 

５．放課後スクール 週 □ 日くらい 

6．放課後クラブ 
※○を付けた方は希望の利用時間もご記入ください ⇒ 

週 □ 日くらい 

 →下校時から□□時まで 

7．児童通所支援事業所 
（放課後等デイサービス・日中一時支援事業） 週 □ 日くらい 

8．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

9．少年団活動 週 □ 日くらい 

1０．その他（図書館、社教センター、公園など） 週 □ 日くらい 
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希望日数:1.自宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:2.祖父母宅や友人・知人宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:3.習い事 
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希望日数:4.児童館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:5.放課後スクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:6.放課後クラブ 
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希望終了時間:6.放課後クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:7.児童通所支援事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:8.ファミリー・サポート・センター 
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希望日数:9.少年団活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:10.その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



120 

問 13 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日

の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番

号すべてに○をつけ、それぞれの１週当たり日数を数字でご記入ください。 
 

1．自宅 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４．児童館  週 □ 日くらい 

５．放課後スクール 週 □ 日くらい 

6．放課後クラブ 
※○を付けた方は希望の利用時間もご記入ください ⇒ 

週 □ 日くらい 

 →下校時から□□時まで 

7．児童通所支援事業所 
（放課後等デイサービス・日中一時支援事業） 週 □ 日くらい 

8．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

9．少年団活動 週 □ 日くらい 

1０．その他（図書館、社教センター、公園など） 週 □ 日くらい 
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希望日数:1.自宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:2.祖父母宅や友人・知人宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:3.習い事 
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希望日数:4.児童館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:5.放課後スクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:6.放課後クラブ 
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希望終了時間:6.放課後クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:7.児童通所支援事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:8.ファミリー・サポート・センター 
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希望日数:9.少年団活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日数:10.その他 
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問 14 宛名のお子さんの土曜日、日曜日・祝日、夏休み・冬休みなどの放課後クラブの利

用希望について、当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、

□内にご記入ください。 

   ※現在の放課後クラブで利用できるのは、土曜日及び夏休み・冬休み・春休みのみ 
 

（1）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３．利用する必要はない    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時間:土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 時間は 08 時～18 時のよう

に、24 時間制で記入してください。 
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希望終了時間:土曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（2）夏休み・冬休み・春休みの長期休暇 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで 

３．利用する必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 時間は08時～18時のように、

24 時間制で記入してください。 
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希望開始時間:長期休暇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望終了時間:長期休暇 
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（3）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から □□時まで  

３．利用する必要はない   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時間:日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 時間は08時～18時のように、

24 時間制で記入してください。 
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希望終了時間:日曜日・祝日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのよ

うなサポートがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 
 

自由意見 

町に小児科があってほしい。中学生まで医療費を無料にしてほしい。 

室内であそべる場所がもっとあってもいいと思う。児童館にしろ支援センターにしろ老朽化すぎだと思う。 

色々な大人の色々な関わり、一貫しすぎは、良くないと思う。押しはけも、良くない。自分で考えて、行動で

きる為のサポートが必要。まずは、困っている人の把握、ききとりから、本当に困っていたら、話せない、話

したくない。そこの、くみとりから。そこを、どう汲みとるか（その方法をじっくりと）、考えて、欲しい。 

出産した母親へのきめ細かなサポートを望みます。母親の切実な悩みにマニュアル通りの受け答えや、

「今だけ」、「いつか良くなる」など曖昧な返事ではなく、具体的な対策を教えて欲しいと思います。例・「眠れ

ない」→「保育所の一時預かりの利用を勧める」など。親身になって母親の話を聞く場を設けるなど、とにか

く孤独を感じさせない様なサポートをお願いします。１人目は特に不安ですから。 

働いていない日でも、子供をあずかってくれる所がほしいです！！ 

親の急病で預ける先がなく困った。夜遅くまで付き合わせることになった。 

病時保育・学級閉鎖の時の預かり保育 

病児保育・町の行事や勉強会がある時の託児・泊まりの託児（子サポだと高額すぎる）・子供会の町内会の

案内が無く、知らずにいたので転勤者への周知・休日の保育 

学校の行事や、プリント、防災無線など英語標示などがあると、たすかります。 

放課後クラブ利用にあたり土曜日、夏休み、冬休み、春休みの昼食の弁当サービスがあったら嬉しい。１食

いくらで月の回数分を支払う形で支払いはクラブ利用と同じ引き落としで。 

親の仕事で家を土、日空けなければいけないという時に有料でもあずかってもらえる場所がなく安心して仕

事にならないという事が以前あったため国の行政をきちんと見て頂きたい。周りのサポートはやはりこのい

なかではむずかしいと感じます。（かなりの高齢者が多いため）いなかだから出来る子供に対するサポート

を町全体を通して考えて欲しいと思います。※祝日でもあずけられる場所（資格ある保育士を増員するな

ど）※子供のいりょう費の無しょう化を３才～高校生までにくり上げも必要だと思います。 
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自由意見 

学年に応じた適切なプレッシャーを与えてほしい。多様化する行事や授業に対し、必要以上の期待は必要

だと感じない。 

医療費の無償化 

クラブに行っている時、親が迎えに行かなくても学校で行っている少年団には時間になったら声を掛けても

らい行けるようにして頂けると働いていても少年団に入れやすい。迎えは、親が責任もって迎えに行くので。 

同じ位の子供がいるママさん達と気軽に子育てなどを話せる場があれば・・・。サークルは入っていますが、

それ以外で好きな時に行って交流できると良いと思います。 

仕事柄、夜勤などの変則勤務があります。自分自身は夫との協力でなんとかなりたっていますが、中には、

他の家族が近くにいない若いスタッフや、片親のスタッフがいるため、そういう人達のサポート体制がもっと

充実すると良いなと思います。夜勤の他、９月にあった地震の際には学校も放課後クラブも休みとなり、子

供をどこに預けたら良いか、困っているスタッフもいました。 

１番身近な学校の先生が、子供との関わりや、授業に集中できるよう、行政側で支援し、働きやすい環境づ

くりを、これからもお願いします。 

母親のサポート・・・無料託児でリフレッシュ出来るシステム ２、３ヶ月に１回２、３時間、出来れば１ヶ月に

２、３時間とか 

放課後クラブの指導者がもう少しいるとうれしい（人数が） 

学校の先生の見回り活動自転車ルールの徹底 

システムがわかりやすいようにしてほしい。相談窓口がわからず、あちこち聞くのが大変。特に発達支援

（小学生の）についてはプライバシーなどもあるのか？全くわからない。窓口によって話が違ったりして困

る。もっと困りごとをみんなでシェアできる場がほしい。先日、てくりさん（中富良野のカフェ）で発達障害につ

いてみんなでシェアする会があり、とても良かったし、みんなそういう場を求めて困っているのがよくわかっ

たので。保護者対行政や教育者だけだと、心ないことや理解不足のことを言われて、もう相談しなくなってし

まうというのも聞いたので、困っている人たちの集まりや情報交換の場が必要だと思います。 

夫婦共フルタイムなので祖父母が塾の送迎や塾後の世話をしてくれています。大変助かっていますが負担

がかかりすぎています。塾後に預かってくれるところがあると安心して仕事ができると思います。子供に自

由な時間がありすぎるのは良くないと思っています。 

現在は子供だけで留守番できるので必要ないが、小さい時に早い時間から 19 時くらいまで土日祝日に預

かってもらえるところが欲しかったです。 

私は農家なので夏が主ですが祝日も預かり事業があると助かります。サポート（ファミサポ）があってもわざ

わざ知らないお家へ預けにまでは気が引けます。かわいそうにも思うので今はどうにかしていますがあると

助かります。あと東中には児童館も公園もありません。学校の遊具・・があるといえばそうですが先生方に

迷惑かと思います。児童館（放課後スクール）みたいなみんなで放課後遊ぶ所があれば自転車で遠くまで

行く etc.なくて良いかと思います。 

あいさつをきちんとしてもらいたい。 

父親不在で母親だけ夜に用事がある時に、子供を集団で託児してくれる環境があったら助かります。ファミリ

ーサポートはご自宅なので、夜は流石に預けるのに不安が残る為、用事があっても不参加になってしまう。 
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Ⅲ－７ 「子ども・子育て包括支援センター（こよ～て）」について 

問 16 町では、妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援のため、保健福祉総合センター

「かみん」内に平成 29 年度から設置している「子ども・子育て包括支援センター（こ

よ～て）」を知っていますか。当てはまる番号１つに〇をつけて下さい。 

 

１．知っている               ２．知らない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 17 「子ども・子育て包括支援センター（こよ～て）」を利用したことがありますか。当

てはまる番号１つに〇をつけて下さい。 

 

１．利用した ⇒ 問 17-1 へ        ２．利用していない ⇒ 問 17-2 へ 
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問 17－1 問 17 で「１．利用した」に〇をつけた方にうかがいます。同施設を利用してみて、

いかがでしたか。当てはまる番号１つに○をつけて下さい。 
 

１．満足       2．やや満足       3．やや不満      ４．不満 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 17－2 すべての方にうかがいます。「子ども・子育て包括支援センター（こよ～て）」に

ついて、ご要望をお答え下さい。当てはまる番号すべてに〇をつけて下さい。 
 

1．担当職員を増やしてほしい 

2．開所時間を延長してほしい 

3．土曜日、日曜日にも開所してほしい 

4．子育てに関する情報提供を充実させてほしい 

5．その他（                               ） 

6．特にない 
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Ⅲ－８ 子育てに関する悩みや不安感などについて 

問 18  子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことです

か。当てはまる番号５つまでに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査 

 
23.1

19.8

40.1

2.7

45.1

1.6

31.9

7.1

3.3

9.9

17.6

8.2

7.1

4.4

9.9

1.6

3.3

3.3

19.8

0 10 20 30 40 50

病気・発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

登園拒否・不登校などに関すること

友だちづきあいに関すること

育児の方法がよくわからない

子どもを叱りすぎているような気がする

子どもとの接し方に自信が持てない

話し相手や相談相手がいない

仕事や自分のやりたいことが十分できない

子どもとの時間を十分に取れない

配偶者・パートナーの協力が少ない

配偶者等と子育てに関して意見が合わない

親族･近所･職場等周りの目が気になる

配偶者等以外に子育てを手伝う人がいない

ストレスで子どもに手をあげる等してしまう

子育て支援ｻｰﾋﾞｽの利用方法等がわからない

その他

特にない

（％）n=182
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問 19 あなたは、日頃、子育てに関する情報をどこから入手していますか。当てはまる番

号すべてに○をつけて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 20 あなたは、子育てに関するどのような情報が欲しいですか。当てはまる番号すべて

に○をつけて下さい。 
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Ⅲ－９ 子どもに関する施策について 

問 21 子育て支援の環境づくりに対する施策について、町が重点的に取り組む必要が高い

と思われるものは何だと思いますか。当てはまる番号５つまでに○をつけてください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育・保育サービスで特に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



136 

教育・保育サービスで特に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 上富良野町における子育ての環境や支援について、どのように感じていますか。当

てはまる番号に１つに○をつけてください。 
 

１．とても満足   ２．ほぼ満足   ３．普通   ４．やや不満  ５．とても不満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関して、ご意見をご自由に記入

ください。 
 

後掲参照 
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Ⅳ 自由意見 

Ⅳ－１ 就学前 

上富良野町のゴミ袋の値段が高いし、種類がおかしい・紙オムツを有料のゴミ袋を渡してではなく、無料で

回収してくれたらよいと思う。（現在、帯広市では、介護や育児家庭から出る紙オムツを、無料で回収してい

る）・特にプラスチックは、無料で回収すべき、”資源”という名のつくゴミの回収に家庭からお金をとるのはお

かしい。（”空きカン”も同様）・生ゴミの袋がムダに大きい。（３ℓくらいの小袋にすれば回収率も上がるので

は）☆子供センターで、子供服のリサイクルをしているのがすばらしいと思った・芽室町では〇点持ち込むと

〇点分、持っていってよいというシステムになっている。これにより、センター等で抱える在庫が減り、管理面

からも良いと思える。（↑実施日が、決まっており親の交流会も兼ねているため、母親の孤独感は少ないら

しいという話を聞きました） 

就学前までは医療費は無料だけど入院すると病衣・食費、付き添いで入院する親の食費はかかり、出費が

かさみます。せめて病衣代は無料にしてほしいし、できれば食費も入院５日目迄等の期限付きでも良いので

少しでも家庭の負担を減らしてほしいです。 

小児科が町内になく、富良野市まで行かなければならず、不安になることがあります。医療費を払うので、

町内で診察できたらいいのに・・・と子供が病気になるたび思います。上富良町に小児科の医師を呼んで欲

しいです。 

子どもセンターだけではなく、児童館でも午前中に親子であそべるようにしてほしい。月齢別に利用可能日

が決まっているのはいいが日数が少ないのとスペースが狭いのでホールなど走れるスペースの利用が可

能な場所があるといい。公園で日中あそんでいる子が少ないが、幼稚園でも戸外あそびが少ないので天気

のいい日は最低１回は戸外あそびを取り入れるなど子どもの健康のためにも行ったほうがいいと思う。（朝

の自由あそびから体操は外で行うなど・・・）・公園に子どもがいなさすぎるので町内の公園をもう１度見直し

てみては・・・、こんなに公園に子どもがいない町は初めてです。もしくはサークル活動も室内なので戸外で

行うサークルを作るなど・・・全体的に子どもの声がなく淋しいです。 

３歳児健診後は、就学時まで健診なく、その間の成長や子育てにも色々な悩みある。それらを少しでも解消

できるサポートが欲しいです。３才～働き始め環境変化する家庭も多いと思います。就学時に、悩みを抱え

て、では、少し遅い様に感じますし自ら、相談には、行きにくいです。（すぐにでも相談したいと思う事も沢山

ありました）ギリギリの所で我慢して、辛い中、生活する事もあります。そういった状況が、親も、子も、不安

定にさせている気がして、そこで悩みながら、仕事して、生活しています。夫婦間の関係（子育てについて）

を、話し、解決し無理なく子育てしていける、お互いの悩みを聞いてくれる場が欲しいです。解決する事はで

きないので、聞いてくれ、認めてくれて、少しアドバイスしてくれる事がすっと楽になります共働き世代なの

で、妻のみでなく、夫の悩みをもっと把握して介入して欲しいです。夫の私への当たりが強くて辛いです。夫

達も定期的に参加させて、現状把握していって欲しいです。自分からは行きません。健診のように。 

子育て支援など力を入れているのかわかりませんが全くそう感じないし、子供の事を考えているとは思えな

い窓口に全然活気を感じない 子供の事を考えているのなら、もう少し出来る事あるのではないですか。 

子供の検診に行った際に毎日子供センターや幼児教育の話をされるが、就労している人にとっての利用は

難しいので参加できるわけもありません。仕事をしながら子育てをすることに保育園の先生方はとても理解

が深いのに町のサービスや妊婦健診・相談・子供の予防接種・健診に至る全ての必要事項が平日、決めら

れた日程・時間・日中で実施され、それに参加しない・できない事はありえないかのような言われ方をされる
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こともありました。仕事をしながらしか子供を育てることができない事に理解がない事が残念です。共働きの

方もたくさんおられるのに・・・。また、子供の予防接種や健診はまち時間がとても長く、子供も不機嫌になり

ます。子育て支援について考えられるのであればそういう負担を軽くして欲しいです。よろしくお願いします。 

妊娠・出産・育児について、学校教育でもあまり習った記憶がなく、実際にその立場になってみると、わから

ないことばかりで、慌てて情報を仕入れる状況でした 現在、子育てをしている私達への支援はもちろん、今

後子育てをすることになる世代への教育や情報提供もお願いしたいです。 

医療費を中学生まで無料にしてほしい・保育園から小学校・中学校まで安心して通えるように支援担当者の

連携をしっかりしてほしい・４つの保育園の共通的なものがないのはどうしてでしょうか。出来るだけ希望す

る保育園に入れてほしい・除、はい雪をしっかりしてほしい（朝早く）子どもが通学時間に大型の車が通って

いるのは見ていて怖い雪の中を冷たい思いをして歩いているのを見ているのはつらい子育てしやすい環

境、安心できる町を作ってほしいどうして出来ないのか？中フラノはしっかりしているのに。だから中フラノに

住む人がい多いのではないですか？ 

上富良野町は医療費助成に対してきびしいと思います。まわりの市町村は 18 才もしくは小６までぐらいは助

成してくれています。その変わり予防接種に力を入れていると言われてますがインフルエンザの予防接種は

２回目から助成ですがなら１回目もしてほしいです。周りは予防接種に行ってない家庭も多いです。お金が

かかるからと病院に連れていってない家庭もあります。上フラノ町ももう少し医療費・助成に対して力を入れ

て下さい。 

子供の健康、親も健全が大事です 家庭で育つから家庭還境（両親二人が子育てに協力する）父親に時間

がなく、あまり協力がたりてない 母親も協力者がないと子育てにストレスをかかえる。ストレスで体、心の不

調から子供への影響も大きい。共働きの親が多いので母親の負担がおおすぎ時間、心の余裕が少なくなる

人もいる。学校、園など先生の負担が多いのでサポートする人を増やしてあげてほしい 

我が家は国道沿いにありますが家の前にほ道がない為に小学校に上がる時に自転車で通える用になる時

にとても不安があります。ほ道を作って頂くか、手押しの信号を作って頂くかして頂けるとありがたいです。 

公園等の安全性。・冬に遊べる所があったらいいと思います。小さい子の。（雨の日等も遊べる室内）・冬の

除雪の充実させてほしい。歩道の除雪がされていなく道路を歩かないといけなかったり、交差点での雪山、

特に住宅街！ 

アンケートの作成おつかれさまです。町内の子育て環境は大変素晴らしく満足していますが子どもの人口が

多いわりには子どもが遊べる施設があまりないように思えます。最近では社協でゲーム対戦するのが当た

り前になってしまって少し残念だなと思います。特に冬は公園で遊ぶことができず家に引きこもりがちになっ

ています、もちろん雪遊びにも行きますが・・・。０～３才はきついかなと思います。屋内施設が増えるといい

なと思います。 サークルでよく話題になりますが、協会病院やいんやくへ行くのが冬は特に困難です。こん

な時町内に小児科や耳鼻科があれば安全に連れて行けるのですが。いつだかも話しましたが厳しいことも

分かっています。せめて何か策でもあれば子育て世帯はありがたいと思います 

一般のゴミの回収を週２回にしてほしい（おむつがたまるので）・ベビーカーの通る道がでこぼこすぎて通り

づらい歩行者用道路も補装してほしい 

上富良野町は、子育て育児にはとても手厚く手当や、サークルやイベントの地域の特色など活かした活動

がとても素晴らしく、うれしく思います。 地域のみなさんも連携をしている仕事をとおしての活動が驚くほど

良く思います。とても楽しんで助けていただいています。 町のイベントや地域の交流などのサークル活動な

どいつも楽しみに、子供たちも喜んでいます。 不満なくとても満足していますが、私が事足りていない様な

ところがあるかなと思わせる程、地域としては、とても充実している方だと思います。お勉強になり、母親とし
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て学び成長できるよう「すくらむかみふ」等の厚い資料など、とても助けになっています。お陰様で子供達は

アレルギー関係も何一つ困る事なく、元気にすくすく育っています。 町の外でも連携して助けて下さってい

る主治医方々にも町と協力していますので、みなさんにとても感謝しています。 私は３年保育を大事にし

て、子供たちの側で３年近く一緒に長く居られて、多々失敗もありますが、とても幸せです。困った時はもち

ろん色々な施設の方や友達など助けて頂いています。これからも永く住まわせて頂こうと思っています。 

医療費が中学生まで自己負担分助成してほしい。・医療機関がもっと充実していたらいいのに。小児科がな

いため、富良野や旭川まで行かなければいけないのは大変。・出産した時にゴミ袋だけでなく、オムツ券の

配布などもあればもっと助かるのに。・上富良野町内に老人が多いのは仕方ないが、車に乗っている方が

多いので、今後事故にあわないか不安しかない。 

にこにこだよりを HP 等でみられるようにしてほしい。一時預かりやファミサポへ初めて預ける方々にもっとわ

かりやすい利用方法などしめしてもらえると利用者が増えるのでは？一時預かりの金額が高い気がします。

ネットで他の地域が安いと、もっと安ければもっと利用できるのにと思ってしまいます。母が家事・育児と仕

事を両立できるような仕事が少ない。働いている時は育児からは解放されるが、帰ってからみっちり家のこ

とだと両立は厳しいと思う方が多いと思います。９時～15 時か 16 時だと一番両立しやすい。でもなかなかな

い。 

子どもたちが安全に遊べる室内遊具とか施設があれば助かる。 

冬は外で遊ぶ機会が減るので、室内で動きまわることの出来る場所があったら嬉しいです。かみんのプレイ

ルームや子どもセンターのサロン等ありますが、もう少し広くて赤ちゃんから就学前の子どもが遊べるような

環境を充実させて欲しいです。特に土日に遊べるような環境が充実していると、共働きの家庭も利用するこ

とが出来、家族のふれあいも増えるのではと思います。 

子供医療費を無償化もしくは、自己負担金を軽減してほしいです 皮フ科・耳鼻科を設けてほしい 

教育や子育ての支援に関してはけっこう満足していますが富良野まで行かなくても上富良野に小児科があ

る病院を作ってほしいなといつも思います。旭川などの病院は患者に対しての接し方、サービスなども良く

信頼できますが富良野の病院はあまり信頼も少なく患者に対しての接し方、サービスなどとても質が良くな

いと思います。私だけではなく他のお母さん方も言っています。 

結婚を機に移住しました初めての地域でどのような取り組みがあるのか、サービスがあるのか何がどこにあ

るのか分からないことだらけですこれから子どもが大きくなるにつれて家の外に出る機会地域のコミュニティ

と接する機会が増えていくのにサービスがいくらあっても知らなければ何も活用できませんどういう風に情報

を集めたら良いのか手段を教えてほしいですまた、地域に小児科の病院がないことも不安でしかありません

ただでさえ医療面の選択の幅や質の充実さに不安を感じる地域なのに暮らしにくさを感じてしまいます。 

小児科、耳鼻科上富良野にないので不便 道路の段差がすごく、子どもが転倒しやすい、つまずき自転車

走行もすぐ転倒しやすい 子ども医療補助が就学前までなのでビックリ！！ お弁当の日は作るの大変な

ので苦痛です。 

上富良野町外から引っ越して来たのですが、前に住んでいた所が妊娠～出産～保育等まで特に役所の方

からのイベントの告知やこういった集まりがありますよ・・・等の育児に関する情報提供や、こちらからの問い

かけがない限り、接点もなかったので、上富良野に引っ越してきて子育てや妊娠中の集まりや支援が密で

ビックリしましたが、色々な所で情報がすぐ入って来たり役所の方も親切で助かっています。上富良野では

それが普通なのかもしれないのですが、外から来てみて病院とかは不便ですが他は子育てしやすいかな、

と思いました。 

医療費が無償化になることを期待しています。（小学生以上も） 
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今年、上富良野に引っ越してきて、幼稚園児が２人いますが、不定期でも預かりを利用できるので助かって

います。あまり利用したことがないのでわからないですが、支援センターや児童館が園児にももっと利用しや

すいと嬉しいです。例えば土・日の開放や遊具の充実など。特に冬はあまり遠出もできないので、近くに広

い室内遊び場があると助かります。 

子供の急病やケガに対応して下さる病院がなく困る事が多いです。上富良野にも夜間の小児科対応して下

さる所があると助かります。今までも何度か町立病院へ夜間の急病でTelしましたが、毎回看てもらえず、富

良野か旭川まで行く事になりとても遠いので着くまでとても不安です。 

小児科がない。医療費無償化の延長。子育て世代に優しい町作りを望みます。 

町外出身です。地域の方と関わりが全くありません。地震の時に子どもの食事が作れず（お湯もない）困り

ました。 

上富良野町に引っ越してきて１年になります。自然あふれる町で、子育て支援も大変充実していて子育てを

するには、とてもいい環境だと思って生活しております。ただ、１つ不便というかどうにかならないかなと、

日々思っていることが、ごみ袋の値段です。ごみ減量対策や町の予算等々のこともあり、仕方のないことな

のだとは思うのですが、内地からやってきた私共は目がとび出る程驚きました。（その分、おむつ用にと、１

才児に大量にプレゼントしていただけるのは、大変ありがたいのですが・・・）もう１コ、ぜひとも何とかしてい

ただきたいのが’、もえるゴミの収集日です。現在は週に１日。生ごみの日が週２日あり、色々考慮されての

ことだとは思うのですが、おむつがまだまだ～の子どもがいる家庭に（しかも子どもが数人いるとなおさら）も

えるごみ（おむつ）を週に１日しか出せないのはちょっと苦しいな・・・と日々感じております。（夏はなおさら）

せっかく子育て支援事業等々子どもたちにとってもやさしい町ですので、そのあたりもやさしいと嬉しいな・・・

と思っております。 

町内に小児科がないため、近くても富良野まで 30分程度かかります。家庭に子どもが１人とは限らず、複数

いる場合、年齢も様々で、帰宅や迎え、登校・登園の時間が違います。受診の際、時間を気にすることがし

ばしばです。予防接種の際も、低学年の子どもがいる為、帰宅時間を気にしながら受けています。町内に小

児科ができることを期待しています。上富良野に引越しし、子どもが産まれ、町内を散歩することが増え、歩

道の道路信号の悪さ気になりました。ベビーカーを使用する際不便を感じました。と、別に、動便局、まるま

すがある交差点に同じく不便を感じます。車で交番から、公民館に向かう際、信号が赤で停止線で止まると

信号が見えづらい。メインの通学路ですが、歩行者用の信号がない。北から、南にむける側に信号がない

のはなぜでしょうか。冬になると通学・下校時が心配になります。以前、住んでいたところに比べると、子育

て支援や環境はとても充実していると感じてはいます、安心できることの方が多くありますが、ささいなことで

はありますが改害して頂だけると、とても助かります。よろしくお願いします。 

第１子を出産した時より（H26）充実されてきていることを感じます。当時母乳でトラブル・悩みがあり、どこに

相談したらよいのか・・・話しづらくて・・・外出に慣れていない中でフラノまで産婦人科に通うのはつらかった

です。また、夫は仕事柄何泊も不在にすることが多く、他にもそういうお母さんはたくさんいるはず・・・と思い

ながら孤独だったことを思い出します。出産するまで仕事ばかりで町内に友だちがほぼもおらず、サークル

にも良く在籍できないと考えていたため（仕事復帰のため）入ることもためらっていた。インターネット上でみ

た、骨盤きょう整（産後）やベビーマッサージ、ベビーサインも興味があったが当時町内ではできる施設がな

く、町外に出るまでの元気もなく、上富でできたらないと思っていた。現在は保育園があるから働きながら子

育てができてありがたいです。オムツを持ち帰ることないことも感謝です。かみんのプレイルームもあるが、

休日町内で多世帯だれでも集うことができて、お茶ができて・・・という居場所があれば素てきだと思う。 

①小学校になっても、医療費の免除が続いてほしい。②土曜日の預りだけでなく、日曜日に仕事が忙しい時
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があるので、日・祝も預り入れを受付してほしい。③夏休み、冬休み春休みにおける長期休暇における、預

り施設の拡充（安心、安全である事）④教育面でのレベル UP を図ってほしい。⑤先生と、生徒の結び付きを

濃厚なものにし、信頼関係をもっと築いてほしい。（何かあれば、すぐに親を頼ろうとする風潮が伺えます。） 

上富良野に小児科を作ってほしいです。 

子供の医療費を軽減してほしい。現在、上フラノでは、小学校入学後より医療費を負担することになってい

ますが中フラノなどは、無償の期間が長いです。健康な体があってこその毎日であり、医療費の負担が少な

くなるとありがたいです。 

ごみ袋を１歳誕生日にプレゼント→２歳まではどうか？（オムツ、まだ２歳ならほとんどの児が使用している

から助かると思う）・医療費（子供の）は、子供のうち（小学校 or 中学卒業まで）は無償化にしてはどうか？妊

娠中（妊婦）に子供について（かかわりかた、すいしょうされる事など）勉強したい気持ちが強い時期なのに、

全く充実していない事が気になる。 

子供の教育に力を入れてほしい。町が小さく、教育関連の施設がないので、大人になるまでの過程を身近

に感じることができない。例えば、大学がないので大学生を見たことないとか。全てではなくても、町独自に１

つでも力を入れている教育があるとうれしい。（小学生のうちに日常会話が英語でできるとか幼児からプロ

グラミングに力を入れるとか）あと、ランドセルをやめて、町でかばんを提供してくれるとか、もしくは指定カバ

ンにして安くすませるとか。（小たるのように）道外の小学校のように運動着を指定にしてほしい。ジャージを

買うのは案外ふたんになる。小学校内に購売部をつくってそこで児童が係で売るとか。（私が登校していた

小学校にはありました）テレビでは市や町で独自で工夫して保護者の負担をへらそうとかその分、給食や教

育に力を入れるとかしている所も多い上フもなにか他にほこれる新しいこころみをとり入れてほしい子供の

ために本当になるのであれば負担もつらくないが、ランドセル等、時代にそぐわないのになんとなくつづいて

いるものはぜひやめていただきたい。 

中学入学まで医療費を無料にしてほしい。歩道・ふみ切り・信号の整備日の出公園にもっと遊具を作ってほ

しい。小さな子供が無料で遊べる広い施設や公園の遊具をもっと新しく安全なものに変えてほしい。 

乳幼児の医療費助成の範囲小学校就学前（全額）→中学校就学前（全額）になるよう望みます。◎健康な

体づくりが安心してできる環境あっての教育なのではと思います。現在、助成対象範囲であるため、有難く

感じています。 

子どもに関してはすごく充分だと思っています。ただ、医療に関して、もう少し（小学校卒業まで医療費無料

など）援助があると良いなぁと思いました。 

小児科医を呼べないのでしょうか？例えば冬の富良野の小児科への往復 60 分は命がけの運転です。具合

の悪い子を連れて・・・。悲しいです。・検診が長くてつかれる。周りの方も「どっとつかれる・・」と言っていま

す。お話が長かったり待ち時間も長く、母の負担は大きいです。東京から来ましたが前の所はいかに待ちを

少なくスムーズにやるかが保健士さんの姿勢にあらわれていました。・自転車 etc、大もののリサイクルをや

ってほしい。粗大ゴミにだしてる方が多いと聞きました。心配事、もっとよく見たい子は小児科医受診最後の

部屋でより詳しく話をきく時間がありました 

東中小学校継続の為に特認校であるetcもう少しPRしても良いかと思う。空き家に子供のいる家庭優先etc 

おもちつきやハロウィンイベント etc 小３くらいで行けるイベントでも東中からはどうしても送迎が必要親の負

担が大きい。子供の自立の為にもバス etc あっても良いのでは？あと習いごと、放課後どうしても送迎して

いかなくてはならなくて塾 etc 習うのをあきらめている方もいるはず・・時間 etc 決めてバス etc あるとうれし

い。 

土、日に遊べる場所が少ないからビエールやもりもりパークのような場所が近くにあると嬉しい。 
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小児科が町にないのが困る時がある。冬など雪の中、運転して行くのがこわく、事故にあって、子供を病院

につれていけないかもと不安になる。病気の子供を連れて、行くのに、近くに病院（小児科）があると嬉しい。

妊娠中にも思っている事です。土、日に熱などが高くなって、月曜日に病院に行く事が多い気がするので、

毎週月曜日に午前中だけ、町に先生が来てくれたらなあ・・・と思う事があります。冬の雪が積っている間だ

けでも・・・。 

まだ子どもが１歳になったばかりなので、その観点になりますが子育てしている中で、近くにたよれる親せき

や友人などおらず（居ても頼れない状況で）困った時に、行く場所がなく、不安でした。支援センターは、決ま

った曜日（登録日）にしか行けず、今、今日、誰かに話をきいて欲しい、誰か側に居てくれるだけでいい、子

どもと２人で居るのかとても心細く感じ、そう言う時に、行けるカフェのような場所が欲しかったです。予約（ア

ポ）なしで、ふらりと行ける子育ての知恵を持った専門職ではない、親でもないけどおばあの様な人が居て、

ただお茶を飲んだり話したり、子どもも遊べたりする様な場所が欲しかったです。・子どもを連れて外出して

も、オムツがえの出来るところ、ましてや授乳の出来るところが少なく外食なども子連れで行ける所、も少な

い、と感じました。今日はどこで遊ばせようか、と思っても、思い当たる所がほとんどなかった。・病気で何か

あっても富良野まで行くのは大変に感じる。病児保育の充実も希望する。（自営での仕事を再開するため、

その様に体制は整っていて欲しい）子育てに感する私が情報を得られていないからかもしれませんが、子育

てセンターやサークルに入らないとえられない情報もあるかと思う。行っていれば知ることは出来るが・・・子

育てが楽しい街になる事を祈っております。 

子育て、教育にもっとお金を使ってほしい。小学校の先生の数を増やして、より多くの目で子どもを見てほし

い。いろいろな人が子どもに携わってほしい。そこに予算を費やしてほしい。 

子どもがのびのびと遊べる室内の施設があったら良いなと思います。（例：美瑛のビエールや旭川のワクワ

クエッグ等）低年齢の子も遊べるコーナーや休けいスペースがあると利用しやすいです。ベビーカーをおして

いて歩道が狭かったり、道が、わるくてベビーカーをおしにくい所が沢山あります。もう少し道路を直してもら

いたいです。小学生が道路で遊んでいたり、自転車で競争をしていてとても危ないです。その小学生の兄弟

（未就学児）も一緒になって遊んでいて、保護者は、子どもが道路で遊んでいても注意せず、車が来た時に

のみ「よけなさい。」と言うだけです。保護者のモラルの低さ、学校では道路で遊んではいけないことは教え

ないのでしょうか・・・違う地域から上富に来て驚きました。子どもが遊べる（十分に）ような公園がないから道

路で遊ぶのか、何が原因かわかりませんが、事故がおきてからでは遅いので対応していただけたらと思い

ます。（以前、道路で子どもを遊ばせている保護者に注意をしたら公園が近くにないということを言っていた

ので、公園が整備されれば良いのかな？）小児科が上富にあってほしいです。 

育児サークル、予防接種に行く時の送迎があると助かります。妊娠中にかみんに行く時にもあるといいと思

います。タクシーの助成とかでもいいです。町立病院に小児科があると安心して子育てが出来ると思います。 

子ども医療費助成対象が今時未就学児までとはありえない。その為、美瑛、中富良野へ引越しを検討してい

ると聞くが、しょうがないと思う。全国的にも拡充方向だと思う。せめて義務教育中は無償へ。習い事をさせた

いが、情報をどこから入手すればよいのかわからない。かみんのプールはせっかく年中使えるのに、大人

（主に高齢者ばかり）が対象で、スクールの時間１枠分位を子供のスクール等にあてて、町として水泳教室を

開いても良いのでは？雪や雨でも走りまわって遊べる施設があると良いと思う。・町立病院に小児科医を！

救急外来小児科がないと不安。子供も参加できるイベントをたくさん発信してほしい。十勝岳観光協会や町

の Twitter 等すべてが一緒になって、まとめた情報が欲しいです。町内のイベントのお知らせという形で。 

医療費無料 15 才までにして欲しい。 

上富良野に小児科専門の病院ができたらいい 
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持病があるので、毎月まともに通園できない状況で多い時だと月の半数以上をお休みする時があります。

それでも、月の保育料は通常通りなのが、残念に思うことがあります。こども医療費の受給があったとして

も、通院や人員に全くお金がかからないというわけではないので・・・。 

上富良野町にも小児科があったらいいなぁと思います。 

11/18 に開催された「パパと作ろう・遊ぼう」に参加しました！主人は疲れはてていましたが、子どもはとても

喜んでいました。定期的に開催してもらえるとお父さんも慣れて楽しんでくれるようになるのでは？と感じまし

た。次回もあるとのお話だったので楽しみにしています。 

０～１才までのゴミ袋の期間をもう少しのばしていただけるとよかった。２才すぎてもオムツがなかなか外れ

ないため。・休みの日や平日でも室内で遊べる場所があまりないので広い所があればいいなと思う。子供セ

ンターやかみんのプレイルームだと幼稚園の子が数人入ったら少しせまいと感じるので。 

上富良野町では医療費の無料対象が小学生未満ですが、中学生未満など、のばすことはできないですか？ 

子供医療費受給の年齢を上げてほしい。 

町内に小児科がないのは厳しい。 

何よりも町内に産婦人科、小児科の設置を希望します。移住して１番不満を感じています。 

子供が多い上富良野で小児科医が無いのが残念です。車が無い私には、大変なので知人や親（両親）に頼

んだりして富良野（小児科医）まで行くので上富良野町に小児科医があるととても良いと思います。上富良

野町に小児科医を作る事は、出来ないのでしょうか？子供を持つ親にとっては、とても良い事でありがたい

と思います。・保育環境では、未満児を預かって見てもらってます。園の先生方には、大変良くして頂き、の

びのびと子供の成長が見れて親としては、嬉しい限りです。まだまだ手のかかる子供ですが先生方のお陰

で安心して私も仕事に行く事が出来ます。本当に、ありがとうございます。 

子どもの医療費をもっと長く助成対象していただきたい。 

地域柄、冬期間０.１.２.３才くらいの子が遊べる場所が少ない。子供だけではなく、多世代が集まれる施設が

ほしい。美瑛町のビェールはとても良いと思う。作るのは、容易ではないと思うし、作って終わり、ではいけな

いと思う。私自身、転勤族で、幼児２人を育てていますが、リサイクル事業や、育児サークルの充実は、とて

も良いと思う。こどもサポートも、毎月利用している。多くの不安を抱えている母は沢山いると思うので、是非

利用してもらいたい。 

ある認定こども園の中で、親同士の派閥のようなものがあると聞いたことがあります。親同士が勝手にやっ

ているだけならよいのですが、それによって子どもに悪影響がないかがとても心配です。私の子どもがその

ような事に巻き込まれているような事は今のところなさそうなのですが、いずれ学校に通うようになり、大人

のくだらない派閥などのせいで、いじめにあうような事がないか、が心配です。我が子だけでなく、町内すべ

ての子ども達が安心してのびのびと成長できる町づくりを、大人達みなで行っていくべきであると思います。 

放課後クラブやこども園の利用を働いていなくてもいけれる様な状態にしてほしいです！！ 

小学校にあがっても、病院にかかることが多くあるので、医療費助成等あったら、うれしいです。 

他の町や市の支援（金銭面）からすると上富良野町は低いと思います。又、医療支援にとってもとても不満

です。特にせめて中学生（15 歳）までは医療費を免除していただきたいです。 

「かみん」で何ができるのか全くわからないのでわかりやすくして下さい。 

大人向けのプール教室があるので、子ども（幼児～）のプール教室を検討して頂きたいです。（通年で） 

中富良野町のように、一時保育やファミリーサポートへの補助があって欲しい。町のイベントには託児をつ

けてほしい 

今年８月に出産をしました。妊婦中は、助産師さんや栄養士さんから、生活のことなど色々とアドバイスをし
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てもらうことができて良かったです。周りの知人の話を聞いていると、ここまでしてくれる町は珍しいのかな、

と思いました。出産後は、１ヶ月訪問で生活のようすなど聞いてもらえました。妊娠中から産後を通して、何

度も顔を合わせる機会があることで、ささいなことでも相談しやすい関係がつくれたように思います。子ども

センターでは、保育士さんから子どもの様子を見ながら子育てのことを教えてもらっています。ファミリーサポ

ートセンターでは良心的な料金で子どもを見てもらえ、地域の方とのつながりもできて良かったです。現状、

町の子育て支援には満足しています。 

教育も保育も先生への負担などを減らして笑顔のある元気な姿で取り組んでもらえたら良いと思います。 

施設整備等のハード面、祝い金や手当などのリフト面の両方をもっと充実すべき。子どもセンターも古く、か

みんを建てる時に一緒にすれば良かったと思う。ジオパークにお金を使うなら、子育て支援に使ってほしい。

歩道が、でこぼこでベビーカーが押しづらい。公共施設でベビーベットやトイレが整備されていない。子ども

が欲しいけど、将来の生活を考えると、今の給与では難しい。そんな時に充実した子育て支援があればい

いと思う 

子ども支援センターに行ったら顔を覚えてくれてて声をかけてくれたりしてとても嬉しいです。 

医療費無料は就学前まででは短い。小学生の間は無料になってほしい。これは本当に同年代の子供を持

つ母親がみんな思っています。 

保育料・医療費の支援をもっと充実してほしいです。保育料が町税によって２人目半額ですが該当から外れ

てしまうと家計が圧迫するので３人目と考える事が出来なくなりました。働かなくては家計がなりたたず、むし

ろ働いていても保育料の負担額でマイナスになるばかりです。子育て支援改善よろしくお願いします。 

自然が多くて素晴らしい所だとは思うが子供の病院が富良野までいかないといけない点が困る。産婦人科

もない。冬場は特に困る、車の運転ができない人（転勤族も多いので）は更に困ると思う。一時保育、時間で

預けられるのは良いと思うが40時間以上となると金額が高い。預かる側からすると安いが、預ける側からす

ると高い。ファミサポ、登録をしていないのもあるが預ってくれる会員さんなど何名ほどいるのかなどよくわか

らず利用できていない方もいると思う。広報等でもっと周知できればいいのかなと思う。認定こども園の教育

時間がもう少し長くても良いのかなと思う。預り保育があるのはわかっているが、下が小さい子がいて働い

てない方など１時半降園は早い、せめて２時だといいなと思う。 

就学前の子どもしかいないのでそれ以上の年齢の家庭環境のことやサービスはわかりません。町内に小児

科ができればな、と思います。小さな子どもの病気のことで町立病院などに問い合わせしても「富良野へ行

って下さい」と言われることも少なくありません。あると助かるな、と思います。 

子どもの医療費を義務教育期間中は無料にしてほしい。 

医療費免除の年齢を小学６年生までにしてほしい。 

小学生からの医療費の助成を行ってほしい・東中小学校近辺で習い事（そろばんや習字など）できる場所が

あれば良いです。子どもが過ごせる場所があると助かります。市街地まで行くのは大変です・・・。放課後ク

ラブを東中近辺でしていただくことはできないのでしょうか？ 

保育園のサービスはとても満足しています。ファミリーサポートもすばらしいです。しかし病児や、出張時、用

事がある時（大人しか出席できないものの場合）に預かってもらえても、子供がたくさんいたり時間が長くな

ってしまう場合、お金もたくさんかかってしまうので、結局預けず仕事を休んだり（それによって周りから色々

言われることもある）、仕事でレベルアップする機会を逃したり、夫婦で出席できずに男性ばかりが行事に出

席する、ということが、自分も周りの友人を見ていても多いです。中富良野のようにサポートに補助が出た

り、集まりやイベント、行事、会購に男女共に参加できるような仕組み作り、大事な部分は男性がやるもの、

と思い込んでいる人たちの意識を変えるような提案、実際の参加者の性別や年齢の調査など、必要だと思
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います。あとファミサポに仕事以外で子供を預けることを良しとしない男性もいて、とても不自由だし不平等

だなと思います。男性の育児参加もですが、女性に対して、もっと自由になれるように働きかけてほしいで

す。 

町内に小児科がないので不便・１号認定で夏休み冬休み中のあずかり代が高い 

子どものイベントがないと、子育てに関しての情報を得られない父親のための参加できる事を、して欲しい。

お母さんばかり育児を頑張っているような気がする。お父さんも来てね。というような、集まりが欲しい。 

小児科がないので困る。ファミサポの利用料を半分負たんしてほしい。子どもが小さいと雪かきが大変なの

で、サポートがあるとありがたい。子どもの医療費を中学生まで無料にしてほしい。←前に、町長がポリシー

を持って無料にしないうんぬんかんぬんという話を聞いたが、そんなことはどうでもいいのでさっさと無料に

してほしい。 

初めての子育てで、分からないことや不安なことがたくさんありますが、いつも子どもセンターの先生方や保

健福祉課の方々に話を聞いていただいたり、アドバイス・情報等といただいており、ありがたいです。子育て

の充実のために、ぜひお願いしたいことが２つあります。１つめは、離乳食教室の開設です。これまでは、月

１回開かれていたようですが、なくなってしまい、１人めの子育てをするうえで食事面でのサポートの必要性

を感じました。２つめは、子育てに関する予算の増加です。ジオパークや他のことよりも、ぜひ、未来を背お

っていく子どもたちのために予算を作り、使っていただきたいです。中富良野では、ファミサポの負担金の補

助や、病院へのタクシー無料など、子どもが小さい時や妊婦期にあってほしいサポートが充実しています。

出生率の高い街であっても、サポートが必要かと思いますので、よろしくお願いします。 

１.子育ては、家庭の問題ではなく、「この町を担う大人に育てる」という町全体の事業ととらえてほしい ２.男

も女も平等な社会を目指すなら子育ては［母親主体」といった町の扱いをやめてほしい。（例：町から来るプ

リントや母子手帳など主語が母親になっている。） ３.点数をつけて評価する教育から「自ら考えて、行動し、

作り上げる」ことを大事にする教育へシフトしてほしい。 ４.公園や、田、畑、山など、身近にすばらしい学び

があふれているので、もっと活用してほしい。「森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク」への加盟の検討

していただきたいです。 

次の子供が生まれると３人になるが、子供が好きで欲しい気持ちと金銭的な事を考えると３人が限界だと思

っています。妻は妊娠中ツワリ等がひどく１人目・２人目の時はほぼ入院してましたし、仕事も出来ませんで

した。子供の保育料が無料になる。住宅のお金が控除される若しくは、三笠市のように賃貸料の半分が商

品券で援助してもらえる等 家は、実家が山形で持家もあるし、近くに子供の面倒をみてくれる祖父母もいま

せん、又祖父母はまだ仕事をしているので、何かあっても、なかなこっちに来る事が出来ないし自分も仕事

で家にいない（表期間だと１～２週間以上なので妻の負担は大きい、子供を預けるのにもお金がかかるので

妻は自分だけで面倒をみているため苦労しています。） 

現在通っている園では若い先生が多いせいか、幼い子供に対して感情的に怒っている姿を見ることがあり、

園児が萎縮したり、先生によって熊度を変える子がいる。→先生の意識、向上を希望。 

両親が共働きで、父親は農業、母親は富良野市内での就労です 子どもをどこかに預けた場合、発熱など

で連絡を受け迎えに行く事がありますが、仕事の都合でなかなか対応できない場合があります。対応できた

場合でも、小児科で受付を終了しているなど、時間的に余裕がありません。受付時間がだんだんと短くなっ

てきているので、最低でも現状の時間よりも短くならないように、行政側からも支援をしていってほしいです。 

小学生までの保険料の無料化を進めてほしい！すべての子どもを対象に！我が家では、出生時から、窓口

負担、２割を強いられている。３歳児と０歳児を連れて病院にかかると 5000 円前後の出費があり、病院に行

く際に常に多めの現金が必要である。緊急時に、とても不便で、困っている。大きい病院では会計に時間が
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かかり、子ども二人を連れてとても大変です。上富良野では 14人が 2割負担と聞きました。育児中の母親と

して、子育て支援をうけれていない、今の状況にとても憤りを感じています。保育料も高く、母親一荏で子育

てしなければいけない現状がとてもつらい。人で子育てしなければいけない現状がとてもつらい。 

町内に小児科が無いのは不便 
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Ⅳ－２ 小学生 

医療費助成を 18 才までにしてほしい。インフルエンザの予防接種も１回目から助成してほしい。中学生の

制服かジャージどちらか町で負担してほしい。び・エールのような無料であそべるきれいな施設があればい

いと思う。上富良野町は子育てに関して遅れていると思う。子育てに優しい町ではない。 

男性は育児参加の促進は、男性にとって良いものになっているのか？自己流になり、妻と対立してはいな

いか。うちは、育児に参加してきている事はわかるか。妻のやり方を認めません。協力しません。お互いの

育事を認め合い楽に子育てするには、どうしたら良いか、その方法を、夫に伝える場を設けていただけると

助かります。うるさい。それ本当に合ってるの？出ていけとすぐ子供の前で私に言う夫を認める事が出来ま

せん。これがうちの現状です。まずは、妻を認め、協力する所から、夫の介入のあまり、混乱です。 

上富良野はとても子育てしやすい町だと思います。支援センターや学校の先生達の対応など安心して子供

達を預けられると思っていますが、たまに疑問に思う事もあるので更なる質の向上をお願いします。 

かみふっこ健診よりも医療費の全額補助をしていただけた方が急な発病でもすぐに病院にかかれるので助

かると思うのですが。 

B＆G プールを改善してほしいです。→冬でも使用したい。（かみんプールは大人向けなので。）（かみんプ

ールは距離が短い。25m で）→夏でも寒い。→老朽化が目立つ。 

小児医療の充実と医療費負担の軽減。特に医療費については中富と比べて違いすぎるため、子育て世代

は転出してしまうのでは？幼児期では発達の遅れについての取り組みが充実しているように思えるが、学

童期においては学校以外での行政の取り組みがはっきりわからない。子どもの様子について学校以外に

相談できる場所があれば親も不安が減ると思う。特に支援をうけていないが、子どもの様子が気になると悩

んでいる親は不安を抱えているので、同じような悩みを持っている人が交流できる場があるといい。クラブ

やスクールでは支援をうけている子どもは通えない場合があるが、発達障害の場合は子ども本人がなぜ通

えないのかと傷つくこともある。専門の知識を持った人を配属するのは大変だと思うが、今は無理でも子ど

もと関わるすべての人があたりまえに理解して障害のある子も受け入れられる公的機関であってほしいと

願います。 

幼児期までは支援が充実していると思いますが、小学校からは、充実しているとは言えないです。中途半

端な感じがします。道路交通環境も、町から離れた場所では危険と感じる場所があります。道路が狭いの

にバスが走行する所や、車の交通量が多いが信号が無く、歩道も片側のみ、仕方無く信号の無い道路を横

断しなくてはならない所もあります。子供が住んでいる地域です。信号のある横断歩道が必要な場所がな

いか、調べてはどうでしょうか。 

今、小学校に家庭から電話できる、時間帯は、朝８：00 から夜７：00 までと聞きました。（まちがっていたら、

ごめんなさい）夜に、子供のもめごとになり、学校や担任の先生に相談したいとき、連絡が（相談）できない

んですね。個人情報と言うことで、担任の先生にも連絡が出来ないんですね。６・７年前になりますが、その

時は、担任の先生に連絡先を教えてくれていました。先生といつでも相談できるという、安心感があり、心ず

よかったです。（ほんとうにありがたかったです）それが今では、小学校の時間外は留守電！！「ガッカリ」し

ました。先生のサラリーマンか、さみしいですね。 

小児科、耳鼻科上富良野になく不便を感じる。道路の段差が多く危険 子どもが自転車で転倒しやすい。冬

に身体をいっぱい動かせる場所が少なく体力が落ちてきている（前年に比べ）お弁当の日は作るの大変で

苦痛です。遠足の日に弁当作る日があるのに負担です。低学年の間だけでも、集団登下校があったら安心

です。 
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小学校の間まで、医療費無料にしてほしい。子育て世代に冷たい町な印象 

NPO ファミリーサポートセンターがあることで、かなり助かっていますが、町としても休日や夜間の託児、病

児保育が整っていて欲しいです。 一時保育や子サポ利用も隣の中富良野では補助があるのに、上富良

野だと、普通に預けると高額になります。親類が近くにいない子育て世帯は多いので、補助を望みます。 

我が家のことではないですが、相談窓口がわからない、との声をききます。発達支援ではないけれど、もし

かしてと言うグレーゾーンの子。家庭が複雑だったり、外国人 障害のある兄弟のいる子、その子達のケア

や親の相談窓口が分りやすくあるといい。 

高学年になると放課後クラブ等ですごすのをいやがるので、社教センター等でも（同学年が少ない為）体を

動かしてすごせる設備があったらいい。ボルダリング、ブレイブボードスケーボー等のできる施設があれば

いいのに。 

美瑛町にある丘のまち交流館、ビ・エール（bi・yell）室内遊具・カフェ有・の様な施設が上富良野町にもあれ

ば嬉しい。島津公園の近くに建てられると、より利用しやすいし、町外の利用者も増えるのではないでしょう

か。 

日の出山のリフト、なんとかしてください。あれに乗れるのがまず第一の試練で、そこそこ上達したら富良野

で４人掛けイスのリフト・・・って外住の体育講師が、まだそんなのあるのか！と驚いてました。１年生だけ？

の冬場のかみんプール教室。嬉しい！のですが、土日なのと保護者が現場から離れられない（下の子ども

がいるので）のがネックで諦めました・・・。平日の夜なら可能でした！（色々な方が居るので「うちの場合は」

です）  

郵便局・出光の交差点でなぜ北から南の方には信号がないのか、郵便局から交番に向けての歩道に信号

がないのか、通学路でもあるため、通行量も多いため整備をお願いします。 

町でできる範囲の環境の充実はしていただけていると思いますが、やはり不安なのが医療体制です。病院

の充実、医療費補助の充実は、上富良野町は不足しているのが現実です。医療費を気にして、就学したあ

と、病院に行くことができないのが現状です。コンビニ受診など一部の利用者のおかげでそれ以外の困って

いる人が、適切な医療を受けれないのはどうかと思います 安心していつでも病院に行けるのだという医療

費補助という後ろ盾があるだけで気持ちが楽に子育てが出来ると思うのですが。健康で病気にあまりかか

らない子供を持つ親こそ、そのような不安があります。（病気がちな子を持つ親は保険など入ったりして、対

応できる手段があると思うので） 

小学校に入ってからも、行動範囲が広がりますので、ケガ、病気します。 無償化の続継を強く希望します。 

西小区域にも児童館以外に冬でも遊べる施設があると良い。もっと外で遊べる場所を季節に関わらずある

と外で遊ぶ事も増えると思います。 

子供の急病の時に対応してくださる病院がなく、困る事が何度もあります。 

上富良野町の子育てサポートは、とても手厚いと思います。これからも、子供の成長に合わせた支援をお

願いします。医療費の件ですが、中富良野町は、中学校卒業まで医療費が無料と聞きました。（収入によっ

て差はあると思いますが・・・）ぜひ、上富良野でも、中学卒業まで拡大していただけるとありがたいです。 

乳幼児だけじゃなく、中学卒業（義務教育中）まで、医療費を、免除にしてほしい。ひとり親家庭・低所得者

だけでもいいから、免除にしてくれるとたすかります。あと、祖父母と同居しているだけで、児童扶養手当が

もらえてないので、もらえるようにしてほしい。 

放課後スクール、費用も安く、とても助かっています。私用や下の子の幼稚園行事など、不定期で利用して

いますが、低学年のうちは家で留守番やカギを持たせるのが心配なのでスクールがあることで安心できま

す。町内に小児科がないので不便です。 
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今まで様々な市町村に住みましたが、子育てをするには一番良い環境だとな思いました。見守って頂けら

れて、子をもつ親として幸せです。小児科が近くになく、車がないと不便だなと思いました。 

町内に小児科を！・小・中学校の特別支援や不登校に対する支援員やカウンセラーの増員など 

小児科があったらすごくすごく嬉しい！！ 

医療費の無償化。（義務教育のあいだぐらいは無料にしてほしい）☆少年団の入会費もっと安くしてほしい。 

医療費中学校卒業まで無料にして欲しい。 

平日は放課後クラブに通わせています。当初、学校で出された宿題をするなどの学習の時間があると聞い

ていましたが、子供に聞く限りでは、なかなか集中して宿題に取り組むことができないようです。学習の時間

をとるならとる、とらないなら取らないと、どちらかにして頂きたいと思います。 

子どもの医療機関がなく他の市町に行かざるを得ないのに他の市町よりも助成もなく高いと思う 風邪に限

らず歯科検診、フッ素等に結構かかっている 

冬になると子供を遊ばせる場所がないので、大型の室内で遊べる所がほしい。又、夏は夏で大型の遊具が

あり、家族でゆっくり過ごせる公園があるとうれしい。小学生も医療費助成があるとありがたいですね。 

放課後スクール、クラブの区別を無くしてほしい。子ども医療費受給の年齢を上げてほしい。 

放課後クラブの利用を子供のアトピーが原因で断念しました。小学校１年生を一人で帰宅させるのにはか

なり不安で、心配でしたが、スクールと、児童館と近所のお兄さん方に助けられてなんとかやってきて、子供

も成長したと思います。スクールや児童館の方々には大変感謝しています。一方で、クラブでは人手不足な

のか少し手がかかる子に対して十分に対応できていないのではないでしょうか。子供がかゆがって泣いた

のが原因で、仕事を切り上げ迎えに来るよう言われましたが、それは、アトピーの子は預かれませんという

事と同じだと思い、とても憤りを感じています。子供の世話をするのは大変だと思いますが、そこに預けざる

を得ない状況も考えてほしかったと思っています。 

幼児教育無償化よりも小学生の医療費を無償化してほしいです。 

冬の除雪！！歩道の除雪！登下校の時間に間に合わせてほしい！ 

カムイの杜のような大型の室内遊具のある施設がほしい。・少年団活動が盛んな印象ですが、時間帯が夜

６：00～８：30 などの所がある事におどろきました。教育委員もある社教で子どもがその時間にうろうろする

事におどろきます。兄弟などでまだ小さい子も連れられていたり。子どもは「早寝早起ごはん」が一番大切だ

と思います。前いた自治体は選手育成コースでも遅くて７：00 までの練習でした。高学年で。宿題、その他

の勉強、少年団、そして外あそびもしっかりしろ・・と・早寝早起きも・・小学生ってかわいそうだね。とママ友

とはなしています。どうにかならないのかなと思っています。上富良野の学力がイマイチなのも寝不足や疲

れなどで脳が活性化していないのかな・・と思ったりします。 

発達障害についてや、その支援についての情報が少なく、相談もどこにすれば良いのかわからず困りま

す。また先生の方から言いづらいことも多いと思うので、支援についての情報がどこかでまとまって見られ

たり、それについての勉強をやってもらいたいです（定期的に）ゆうひさんについても、インターネットで検索

しても利用方法や料金などわからず、謎ばかりです。発達障害についてもっと理解を広めるべきだし、困っ

ているお母さんたちがたくさんいるなと最近とても思います。安心して話をできる場がないように思います。

さらに中学校はもっときびしくなり、不登校も多い、などの話もよく聞くので心配です。行き場のない子どもが

安心できるような場つくりが必要と思います。これについては学校の先生もわからないことが多く、やはり誰

でも見てわかるような図など必要だと思います。あちこちに間合わせしないとわからないというストレスは、

他のお母さんたちも皆感じています。 

就学前の子供に手厚すぎる。（医療費や手当など）給料も上がらないのに、子供を産みやすい環境を整え
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ても育てるのが大変だと思う。（金銭的に）服などのお古、スキーウェアなど、リサイクルしやすいようになど

（小さい子だけではなく） 

引っ越ししてきたばかりで、どこで情報を得たらいいのかすら分からない。知っている人もいないので。でき

れば役場での引っ越しの手続の時、どこで情報を得たら良いか教えてもらいたい。 

小学生までは医療費がもう少し軽減、無料などなればいいのにと思う。 

東中だと少年団や習いごとに親の送迎が必要 頼めばバスに乗せてくれるのであれば地域に情報を発信

すべきだと思う。送迎が大変であきらめている方がいます。町の活性化の為にも。 登下校バスを使わせて

頂きとてもありがたいです。東中小学校を継続していくのであれば子育て世代をたくさん住める環境にした

り、特認校で町から通えるバスが出る話を年中世代からしていかないと間に合わないと思う。「知っていたら

通わせたかった！」声をよく聞くので。 放課後、町の方とは違い距離もあり子供だけで遊ぶのが心配。でも

皆さん放課後クラブまでは距離や金額また違う学校ということもあり利用しないのでは・・と思う。放課後スク

ールのようなものがあれば安全に子供達も先生も安心して放課後過せるのでは・・？ 

小児医療の充実をお願いしたいです。受診するのに富良野市まで行くのは大変でした。 

子供の医療費の助成があればいいと思う。（せめて小学校卒業まで）毎月通院するだけでも富良野や旭川

まで行かなければならないため、交通費も含めると、毎月の出費は大きい・登校時間も８:00~８:10 の間とい

うのも不便。早く出勤しなければならない時もあるのに。子供に合わせると、８:00 より早く出勤できない。

７:30 でも登校可能になってくれればありがたい 

放課後クラブについてですが、他の地域に比べ、カリキュラムがしっかり作られており、施設の環境もよく、

預かりの金額も安く、とてもありがたく、また安心して仕事に就けてます。今後も更なる向上を目指して頂け

たら幸いです。 

子供センターに行った時、赤ちゃんが２人寝ていて（真ん中に）ママさん 2 人はおしゃべり。おもちゃガチャガ

チャ出来ないと帰りました 子供たち遊びたかったのに残念そうでした お昼寝する場所ではないですよね。

ベビーベッドがあってねかせるところでもないと思うのでセンターの人達が声かけして欲しいと思いました。

予防接種会場の中はとても過ごしやすくなったと思います。受付して受診して→の流れがとてもイイです。 
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